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近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
一
二
都
以
外
の
地
方
文
化
樹
に
関
す
る
研
究

の
蓄
積
は
、
大
名
を
中
心
と
す
る
各
藩
の
学
術
や
文
芸
を
は
じ
め
、
国
学
、

あ
る
い
は
歌
壇
、
俳
壇
な
ど
の
分
野
で
既
に
厚
い
。
し
か
し
、
東
北
地
方

に
お
け
る
士
分
以
下
の
知
識
人
の
文
業
や
そ
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

近
世
で
は
安
藤
昌
益
や
平
田
篤
胤
、
建
部
綾
足
、
明
治
以
降
で
は
陸
褐
南

な
ど
著
名
な
文
人
、
知
識
人
も
あ
り
、
彼
ら
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
機
会

は
言
つ
ま
で
も
な
く
多
い
が
、
そ
れ
は
全
体
か
ら
言
え
ば
や
は
り
例
外
的

な
事
例
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
東
北
地
方
に

生
き
た
士
分
以
下
の
知
識
人
に
つ
い
て
、
な
お
埋
も
れ
た
ま
ま
の
存
在
が

多
い
だ
ろ
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

そ
の
主
な
原
因
と
し
て
、
彼
ら
の
漢
詩
文
を
中
心
と
し
た
作
品
や
著
述

が
多
く
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
広
く
は
知
ら
れ
ず
、
写
本
と
し
て

限
ら
れ
た
範
囲
で
し
か
読
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

は
じ
め
に 鈴

木
雨
香

〈
資
料
紹
介
〉

『
雨
香
文
集
』

詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
こ
う
し
た
写
本
は
近
年
に
至
る
ま
で
東
北
地
方
の

旧
家
の
古
い
蔵
な
ど
に
数
多
く
眠
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

先
の
東
日
本
大
震
災
で
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
地
域
の
旧
家
が
激
し
い
地

裳
の
揺
れ
や
津
波
の
被
害
に
遺
い
、
所
蔵
資
料
の
多
く
が
所
在
不
明
と

な

っ
た
り
、
大
き
く
損
傷
し
た
り
、
泥
水
に
浸
か
っ
て
判
読
不
能
と
な
っ

た
り
し
た
。
各
地
域
行
政
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
資
料
の
収
集
や
調
査
、
保

存
修
復
の
作
業
が
震
災
以
前
に
も
進
め
ら
れ
、

震
災
後
も
継
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
人
手
も
予
算
も
恒
常
的
に
不
足
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
震
災
の
影
響
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
建
造
物

の
老
朽
化
に
伴
う
解
体
と
同
時
に
、
所
蔵
さ
れ
る
貴
重
な
作
品
や
資
料
が

そ
れ
と
は
明
確
に
認
識
さ
れ
な
い
ま
ま
廃
棄
さ
れ
る
お
そ
れ
は
常
に
あ
る
。

ま
た
、
そ
う
し
た
状
況
へ
の
対
応
と
い
う
意
味
に
加
え
、
埋
も
れ
て
い

た
地
域
の
文
化
的
遺
産
を
よ
り
身
近
な
地
域
の
宝
と
し
て
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
こ
と
が
、
や
や
大
仰
に
言
え
ば
、
ひ
い
て
は
地
域
の
方
々
の
誇
り
と

な
っ
て
復
興
を
精
神
面
で
支
え
て
い
く
こ
と
に
も
繋
が
る
と
い
う
意
味
で
、

と
り
わ
け
東
北
地
方
に
お
け
る
如
上
の
資
料
の
調
査
、
収
集
、
保
存
修
復

翻
刻
と
注
釈

（上）

三
浦

朗
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お
よ
び
読
解
、
研
究
の
作
業
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

私
は
、
現
在
携
わ
る

『岩
沼
市
史
」
編
纂
の
打
ち
合
わ
せ
の
過
程
で
、

仙
台
藩
岩
沼
出
身
の
知
識
人
で
あ
る
鈴
木
雨
香
の
存
在
を
知
っ
た
。
雨
香

は
嘉
永
六
年
(
-
八
五
一
―-
）
生
、
昭
和
十
四
年
(
-
九
三
九
）
没
。
本
名

省
三
。
岩
沼
邑
主
古
内
氏
に
仕
え
る
医
師
だ
っ
た
父
玄
説
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
本
人
も
医
学
を
修
め
、
調
剤
師
、
検
疫
官
と
し
て
活
躍
す
る

一
方
、
柴
野
栗
山
に
師
事
し
て
漢
学
を
よ
く
し
、
多
く
の
漢
詩
文
や
碑
銘

を
残
し
た
。
た
だ
し
今

H
で
は
彼
自
身
の
名
よ
り
も
、
彼
が
主
任
と
し
て

編
集
に
携
わ
っ
た

『仙
台
叢
書
』
（
全
十
八
巻
、
仙
台
叢
書
刊
行
会
、
一

九
ニ
――

1
一
九
一
―
六
年
）
の
方
が
、
近
世
以
前
の
仙
台
周
辺
に
つ
い
て
考

え
る
際
に
不
可
欠
な
資
料
と
し
て
遥
か
に
著
名
で
あ
ろ
う
。
雨
香
は
地
元

で
も
長
く
忘
れ
ら
れ
た
存
在
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
が
、
近
年
、
郷
士
史

研
究
者
で
あ
る
吉
岡
一
男
氏
に
よ
っ
て
専
著
『
鈴
木
雨
香
の
生
涯
と
岩
沼
』

（
鈴
木
雨
香
生
誕
一
五

0
年
顕
彰
会
、

―
1
0
0
1―
一
年
）
、
『
鈴
木
雨
香
の
著

作
と
岩
沼
l

（
南
北
社
、

―
I
O
I
0
年
）
が
立
て
続
け
に
刊
行
さ
れ
、
郷

士
史
研
究
の
偉
大
な
先
人
と
し
て
再
び
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
吉
岡
氏
の
一

一著
は
資
料
調
査
と
そ
れ
に
甚
づ
く
考
究
は
も
ち
ろ

ん
、
実
際
に
雨
香
の
督
咳
に
接
し
た
人
た
ち
へ
の
聞
き
取
り
調
査
も
踏
ま

え
た
労
作
で
、
雨
香
の
生
涯
と
著
作
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
必
須
の
基
礎

文
献
で
あ
る
。

そ
の
鈴
木
雨
香
の
自
撰
漢
文
集
が
一雨雨
香
文
集
』
で
あ
る
。
『
雨
香
文
集
』

は
自
筆
写
本
、
全
一
冊
。
自
家
製
と
思
わ
れ
る
原
稿
用
紙
47
枚
（
表
紙
、

裏
表
紙
は
除
く
）
を
袋
と
じ
に
し
て
冊
子
と
す
る
。
侮
半
丁
十
行
。
表
紙
、

裏
表
紙
は
共
紙
で
、
表
紙
左
端
に
「
雨
香
文
集
」
と
直
接
世
き
付
け
る
。

47
丁
裏

「永
楽
圏
記
」
末
尾
に
続
く
最
終
行
に
「
大
正
八
年
八
月
立
秋
後

数
日
雨
香
撰
」
と
見
え
る
。
こ
の
日
付
が

「永
楽
園
記
」
の
み
に
係
る

の
か
、
文
集
全
体
の
脱
稿
に
つ
い
て
言
う
の
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

い
が
、
作
品
末
尾
に
日
付
を
入
れ
た
例
と
し
て
は
他
に

「書
一二
蔵
和
尚
碑

帖
後
」
に
「
明
治
癸
卯
秋
九
月
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
47
丁
末
尾
の
一

文
は
文
集
全
体
の
脱
稿
に
つ
い
て
言
う
も
の
と
見
て
、

『雨
香
文
集
』
の

成
立
は
大
正
八
年
八
月
中
旬
頃
と
考
え
て
お
く
。
な
お
、

『雨
香
文
集
』

を
含
む
鈴
木
雨
香
関
連
の
資
料
は
旧
所
蔵
者
か
ら
岩
沼
市
に
寄
賭
さ
れ
、

現
在
、
同
市
文
化
財
課
で
「
円
通
院
寄
脳
資
料
」
と
し
て
管
理
さ
れ
る
。

E

雨
香
文
集
」
は
、
害
画
、
石
、
硯
、
築
刻
な
ど
の
文
雅
を
め
ぐ
る
仙

台
周
辺
の
同
志
の
輩
と
の
や
り
と
り
を
紡
彿
と
さ
せ
る
序
や
記
、
あ
る
い

は
袋
碑
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
碑
銘
、
そ
の
他
の
伝
、
讃
な
ど
の
漢
文

作
品
計
一二
十
八
編
を
収
め
る
。
従
来
あ
ま
り
光
を
当
て
ら
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
、
堀
末
か
ら
明
治
・
人
正
期
に
か
け
て
東
北
地
方
に
生
き
た
文
人
、

知
識
人
達
の
姿
を
具
休
的
な
事
例
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
、

貨
頂
か
つ
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
今
後
そ
の
調
査
お
よ
び
読
解
分
析
を

辿
じ
て
、
雨
香
自
身
の
人
柄
と
文
業
に
加
え
て
、
雨
香
と
そ
の
周
辺
の
文

人
、
知
識
人
と
の
交
流
の
具
体
相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
と
考
え
る
。

こ
の
研
究
の
基
礎
と
し
て
、
ま
ず

『雨
香
文
集
』
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
こ

と
か
ら
始
め
た
い
。

な
お
、
前
掲
吉
岡
氏
著

『鈴
木
雨
香
の
著
作
と
岩
沼
』
は
全
体
が
ほ
ほ

府
料
の
影
印
と
解
説
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
中
に
『
雨
香
文
集
』
も

含
ま
れ
る
。
吉
岡
氏
は
「
雨
香
文
集
』
全
文
を
影
印
で
紹
介
し
た
上
で
作

品

一
紺
ご
と
に
解
説
を
付
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
梗
概
を
中
心
と
し
た
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簡
潔
な
紹
介
に
留
ま
り
、
管
見
で
は
解
説
中
に
誤
解
と
思
わ
れ
る
点
も
ま

ま
見
受
け
ら
れ
る
。
資
料
の
読
解
分
析
に
お
い
て
猶
検
討
の
余
地
が
少
な

く
な
い
。
ま
た
、
原
文
は
全
て
白
文
で
句
点
す
ら
な
く
、
影
印
の
ま
ま
で

読
解
し
や
す
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。
そ
も
そ
も

「鈴
木
雨
香
の
著
作
と

岩
沼
』
自
体
が
宮
城
県
内
の
二
、
三
の
公
共
凶
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
以
外

に
は
既
に
入
手
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
改
め

て
紹
介
、
翻
刻
し
、
注
釈
を
施
す
所
以
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
上
中

下
の
一
二
回
に
分
け
て
翻
刻
す
る
。
翻
刻
の
掲
載
を
ご
快
諾
下
さ
っ
た
岩
沼

市
と
関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

な
お
注
釈
に
つ
い
て
は
、
作
品
中
に
名
の
挙
が
る
人
物
の
伝
を
は
じ
め
、

現
時
点
で
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
も
多
い
。
そ
の
点
を
含
め
、
翻

刻
や
書
き
下
し
、
注
釈
に
つ
い
て
広
く
ご
批
正
と
ご
教
示
を
乞
う
。

【
凡
例
】

一
、
本
稲
で
は
雨
香
鈴
木
省
三
の
自
撰
漢
文
集
で
あ
る

『雨
香
文
集
」
を

翻
刻
、
紹
介
す
る
。
原
本
に
目
次
は
な
い
が
、

三
浦
が
作
成
し
、
通

し
番
号
を
付
し
た
も
の
を
最
初
に
掲
げ
る
。
な
お
丁
数
に
は
表
紙
を

含
ま
な
い
。
所
収
三
十
八
篇
の
う
ち
、
今
回
は
「
1
愛
天
帖
序
」
か

ら
「
15
松
本
儀
三
郎
墓
誌
銘
」
ま
で
を
取
り
上
げ
る
。

一
、
原
文
は
全
て
白
文
で
あ
る
。
翻
刻
で
は
句
読
点
の
み
を
補
い
、
さ
ら

に
読
解
の
便
宜
を
は
か
っ
て
書
き
下
し
文
を
付
し
、
適
宜
注
釈
を
施

し
た
。

一
、
一
篇
ご
と
に
原
漢
文
の
翻
刻
、
書
き
下
し
文
、
そ
の
注
釈
の
順
に
掲

載
す
る
。

一
、
翻
刻
、

書
き
下
し
を
行
う
に
際
し
、
漢
字
の
表
記
は
原
則
と
し
て
現

在
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

一
、
く
り
返
し
記
号
に
は
、
原
則
と
し
て
該
当
す
る
漢
字
を
当
て
て
翻
刻

し
た
。
た
だ
し
、
現
在
で
も
く
り
返
し
記
号
を
用
い
る
の
が

一
般
的

な
場
合
（
「
山
々
」

「青
々
」
な
ど
）
に
は
「
々
」
を
用
い
た
。

一
、
原
本
で
は
一
部
の
作
品
中
に
、
後
補
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
思
し
い

が
、
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
翻
刻
お
よ
び
書
き
下
し

で
は
、
該
当
す
る
字
数
分
の
口
で
こ
れ
を
表
記
し
た
。

一
、
敬
意
表
現
と
し
て
の
平
出
、
台
頭
は
翻
刻
に
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。
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23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 【
「雨
香
文
集
j

目
次
】

愛
天
帖
序

l
オ

左
近
桜
碑

2
オ

移
蝋
梅
記

3
オ

璽

二
蔵
和
尚
碑
帖
後

狂
石
斎
記

4
オ

題
道
風
観
蛙
図

5
ウ

小
山
田
筑
前
君
墓
表

6
オ

小
野
木
君
墓
誌
銘

7
オ

休
克
日
野
翁
伝
賛

8
オ

雨
石
印
譜
序

10
オ

天
華
道
人
雅
号
記

11
オ

祭
曾
祖
批
伊
東
氏
文

12
オ

祭
先
批
栄
君
蒲
地
氏
文

12
オ

胎
孫
巻
序

14
オ

松
本
俵
三
郎
墓
誌
銘

15
オ

記
得
小
金
華
石
図
事

17
オ

知
非
軒
記

18
オ

眼
鏡
塚
記

19
オ

黄
葉
村
荘
記

21
オ

宮
城
野
碑
陰
記

22
ウ

奉
送
菊
重
郎
公
子
遊
欧
州
序
贈
家
令
作
並
清
亮
君

菊
庵
吉
田
先
生
遺
徳
碑

25
オ

大
尊
壇
碑

27
オ

，
 

8
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

ー

3
ウ

23
オ

38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 

呈
喫
茶
養
生
記
物
外
老
先
生
書

検
泉

H
録
序

30
オ

松
岡
軍
曹
墓
誌
銘

32
オ

翠
鳳
菱
沼
君
墓
表

33
オ

陸
軍
歩
兵
上
等
兵
斎
新
作
墓
表

奉
告
明
治
天
皇
陛
下
文

35
オ

薬
師
如
来
像
翁
背
記

37
オ

栗
山
逸
吟
序

38
オ

岩
沼
旧
邑
主
古
内
広
行
君
墓
表

謙
堂
横
山
先
生
墓
誌
銘

40
ウ

平
林
荘
記

42
オ

賀
幽
石
禅
師
陸
任
曹
洞
宗
大
学
教
頭
文

香
芽
園
記

44
ウ

竹
香
園
記

45
ウ

永
楽
園
記

47
オ

39
オ

34
オ

28
オ

43
オ

- 92 -



【
翻
刻
】

1

愛
天
帖
序

凡
天
下
之
至
楽
、
莫
楽
於
愛
自
然
之
物
也
。
山
之
蒼
々
、
水
之
決
々
、
鳴

禽
之
熙
々
、
吟
虫
之
卿
々
、
与
露
花
之
艶
美
、
霜
葉
之
鮮
闘
、
皆
発
自
然

於
景
色
声
韻
之
間
者
也
。
所
以
愛
之
楽
之
而
不
厭
者
。
亦
皆
得
無
非
存
其

自
然
之
性
情
哉
。
是
登
山
水
草
木
禽
虫
之
属
為
然
。
左
右
珍
玩
、
荀
出
於

自
然
者
、
其
愛
楽
之
至
味
、
与
彼
出
於
人
工
者
不
可
同
日
而
論
也
。
余
得

自
然
研
於
入
谷
之
渓
、
把
玩
不
能
措
。
益
知
天
造
妙
趣
可
愛
可
楽
也
。
研

長
五
寸
、
巾
三
寸
、
厚
一
寸
。
右
労
欧
而
直
、
左
芳
傾
而
斜
。
為
不
正
長

六
稜
形
。
蓋
石
片
裂
剥
而
成
者
、
為
水
所
激
摩
、
備
自
然
之
妙
趣
也
。
世

非
無
自
然
研
而
極
少
突
。
研
譜
所
載
殆
如
不
当
其
用
者
。
栗
山
先
生
文
、

有
自
然
研
為
中
村
某
者
。
其
為
何
形
与
当
用
否
、
皆
不
可
得
而
知
也
。
老

友
岡
梧
渓
翁
蔵
一
枚
。
形
如
馬
蹄
梢
可
用
。
而
余
所
得
如
有
過
無
不
及
者
。

是
為
当
其
用
而
有
余
耳
。
余
已
得
此
物
雖
銘
之
未
定
、
発
揮
自
然
之
妙
趣

也
。
於
是
請
諸
大
家
之
詩
文
、
将
以
為
此
物
之
重
焉
。
夫
文
也
詩
也
、
人

之
情
性
也
。
性
情
人
之
自
然
也
。
以
自
然
之
性
情
詠
自
然
之
物
。
其
金
声

玉
振
、
何
齊
山
水
之
消
音
、
禽
鳥
之
佳
韻
哉
。
即
終
為
帖
子
自
命
以
愛
天
。

謂
愛
自
然
之
意
也
。
余
将
携
此
帖
与
研
、
逍
遥
山
水
園
林
之
間
。
聞
禽
声

虫
語
観
露
花
霜
莱
、
而
有
所
得
於
自
然
之
妙
境
、
則
実
是
諸
大
家
之
賜
而

由
此
研
之
霊
也
。

愛
天
帖
の
序

凡
そ
天
下
の
至
楽
、
自
然
の
物
を
愛
す
る
よ
り
楽
し
き
は
莫
し
。
山
の

お
う
お
う

き

き

そ
く
そ
く

蒼
々
た
る
、
水
の
決
々
た
る
、
鳴
禽
の
熙
々
た
る
、
吟
虫
の
卿
々
た
る
、

露
花
の
艶
美
た
る
と
、
霜
葉
の
鮮
麗
な
る
と
、
皆
な
自
然
を
景
色
声
韻
の

間
に
発
す
る
者
な
り
。
之
れ
を
愛
し
之
れ
を
楽
し
み
て
厭
は
ざ
る
所
以
の

者
な
り
。
亦
た
皆
な
其
れ
自
然
の
性
情
を
存
す
る
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き

こ
と
を
得
ん
や
。
是
れ
登
に
山
水
草
木
禽
虫
の
属
の
み
然
り
と
為
さ
ん
。

左
右
珍
玩
す
る
に
、
荀
も
自
然
に
出
づ
る
者
な
れ
ば
、
其
の
愛
楽
の
至
味
、

彼
の
人
工
に
出
づ
る
者
と
、
日
を
同
じ
く
し
て
論
ず
べ
か
ら
ず
。
余
、
自

然
研
を
入
谷
の
渓
に
得
て
、
把
り
玩
び
て
措
く
能
は
ず
。
益
々
天
造
の
妙

趣
の
愛
す
べ
く
楽
し
む
べ
き
こ
と
を
知
る
。
研
の
長
さ
五
寸
、
巾
三
寸、

厚
さ
一
寸
。
右
労
は
欲
け
て
直
、
左
労
は
傾
き
て
斜
な
り
。
不
正
長
六
稜

形
を
為
す
。
蓋
し
石
片
の
裂
剥
し
て
成
る
者
の
、
水
の
激
摩
す
る
所
と
為

り
て
自
然
の
妙
趣
を
備
ふ
る
な
り
。
世
に
自
然
研
無
き
に
あ
ら
ざ
る
も
極

め
て
少
な
し
。
研
譜
に
載
す
る
所
、
殆
ど
其
の
用
に
当
た
ら
ざ
る
者
の
如

し
。
栗
山
先
生
の
文
に
、
自
然
研
、
中
村
某
な
る
者
有
り
。
其
の
何
の
形

な
る
や
と
用
に
当
た
る
や
否
や
と
、
皆
な
得
て
知
る
べ
か
ら
ず
。
老
友
岡

梧
渓
翁

一
枚
を
蔵
す
。
形
馬
蹄
の
如
く
、
稚
用
ふ
べ
し
。
而
し
て
余
の
得

る
所
、
過
有
る
も
及
ば
ざ
る
こ
と
無
き
者
の
如
し
。
是
れ
其
の
用
に
当
た

り
て
余
り
有
り
と
為
す
の
み
。
余
、
已
に
此
の
物
を
得
て
、
銘
の
未
だ
定

ま
ら
ず
と
雖
も
、
自
然
の
妙
趣
を
発
揮
す
。
是
に
於
い
て
諸
大
家
の
詩
文

を
請
ひ
、
将
に
以
て
此
の
物
を
重
し
と
為
さ
ん
と
す
。
夫
れ
文
や
詩
や
、

人
の
情
性
な
り
。
性
情
は
人
の
自
然
な
り
。
自
然
の
性
情
を
以
て
自
然
の

物
を
詠
ず
。
其
の
金
声
玉
振
、
何
ぞ
音
だ
山
水
の
消
音
、
禽
島
の
佳
韻
の

み
な
ら
ん
や
。
即
ち
終
に
帖
子
と
為
し
、
自
ら
命
ず
る
に
愛
天
を
以
て
す
。

自
然
を
愛
す
る
の
意
を
謂
ふ
な
り
。
余
、
将
に
此
の
帖
と
研
と
を
携
へ、

山
水
園
林
の
間
に
逍
遥
せ
ん
と
す
。
禽
声
虫
語
を
聞
き
、
露
花
霜
葉
を
観
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て
、
自
然
の
妙
境
に
得
る
所
有
れ
ば
、
則
ち
実
に
是
れ
諸
大
家
の
賜
に
し

て
此
の
研
の
霊
に
由
る
な
り
。

＊
「
決
々
」
…
水
の
深
く
広
い
さ
ま
。
「
煕
々
」
…
や
わ
ら
ぎ
楽
し
む

さ
ま
。
「
卿
々
」
…
虫
な
ど
の
し
き
り
に
鳴
く
さ
ま
。
「
自
然
研
」

．．． 
研
は
、
硯
。
硯
面
（
硯
表
）
、
硯
側
な
ど
に
、
石
材
を
産
出
し
た
と

き
の
石
肌
の
趣
を
生
か
し
て
作
る
。
（
宇
野
雪
村

『文
房
古
玩
事
典

普
及
版
』
、
柏
美
術
出
版
、
一
九
九
三
年
）
「
入
谷
之
渓
」
…
現
宮
城

県
本
吉
郡
南
三
陸
町
入
谷
か
。
「
研
譜
」

．．． 
硯
譜
。
名
硯
、
佳
硯
の

図
譜
。
「
栗
山
先
生
」
…
儒
者
柴
野
栗
山
。
一
七
―
―
―六
＼

一
八
0
七
。

寛
政
の
三
栂
士
と
し
て
著
名
。
雨
香
の
漢
学
の
師
。
「
文
」
は
『
栗
山

先
生
文
集
」
（
全
六
巻
五
冊
、
天
保
十
三
年
刊
）
か
。
「
中
村
某
」
…

天
保
十
三
年
板
「
栗
山
先
生
文
集
』
巻
五
に
「
中
村
仲
蓮
天
然
硯
銘
」

が
あ
る
。
中
村
仲
蓮
に
つ
い
て
は
伝
未
詳

。

「
岡
梧
渓
」
・
'
•
岡
台
輔
、

一
八
ニ
―
ー
一
九

0
0
。
梧
渓
は
そ
の
号
。
仙
台
蔀
士
岡
蔵
治
の
子
、

漢
学
者
岡
千
初
の
兄
。
好
古
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
（
菊
田
定
郷

『仙

台
人
名
大
辞
書
』
、
同
刊
行
会
、
一
九
三

一1
一
年
）
「
金声
玉
振
」
・
’
•
初

め
と
終
わ
り
を
全
う
し
、
智
と
徳
の
十
分
に
備
わ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
は
人
の
心
を
動
か
す
美
し
い
響
き
や
音
色
を
言
う
か
。

左
近
桜
碑

左
近
桜
者
旧
岩
沼
邑
主
古
内
広
直
君
所
手
植
也
。
天
保
甲
辰
備
晃
夫
人
嫁

楽
山
公
也
。
君
義
父
広
賢
君
為
迎
輿
使
入
京
、
君
亦
従
焉
o

I
 

11
近
術
公

賜
宴
於
父
子
。
君
観
中
庭
有
桜
異
尋
常
奇
之
。
乞
其
苗
移
盆
載
、
桶
植
之

邸
内
調
馬
場
。
此
地
即
是
也
。
後
時
世

一
変
為
公
園
地
、
今
属
把
翠
館
。

余
於
君
有
主
従
之
旧
誼
。
囚
記
其
来
由
建
石
以
存
遺
事
。
云
゜

種
同
紫
哀
苗
出
藤
氏
風
流
有
人
齋
帰
千
里

植
之
子
庭
此
地
即
是
六
十
年
余
枝
幹
□
□
（
二
字
分
空
白
）

後
春
成
春
非
美
却
美
雪
耶
雲
耶
党
裳
可
恥

其
樹
維
存
其
人
已
亡
今
而
不
明
誰
弁
遺
址

ロ
□
（
二
字
分
空
白
）
蕪
辞
以
石
換
紙

左
近
の
桜
の
碑

左
近
の
桜
は
旧
岩
沼
邑
主
古
内
広
直
君
の
手
づ
か
ら
植
う
る
所
な
り
。
天

ヽ
の
え
た
つ

保
甲
辰
、
備
晃
夫
人
、
楽
山
公
に
嫁
す
。
君
の
義
父
広
賢
君
、
迎
輿
使
と

し
て
京
に
入
り
、
君
も
亦
た
従
ふ
。
一

日
、
近
衛
公
、
宴
を
父
子
に
賜
ふ
。

屈
、
中
庭
に
桜
の
尋
常
と
異
な
る
も
の
有
る
を
観
て
、
之
れ
を
奇
と
す
。

其
の
苗
を
乞
ひ
、
盆
に
移
し
載
せ
、
帰
り
て
之
れ
を
邸
内
の
調
馬
場
に
植

う
。
此
の
地
即
ち
是
れ
な
り
。
後
に
時
世

一
変
し
て
公
園
地
と
な
り
、
今

ゅ
う
す
い
か
ん

把
翠
館
に
属
す
。
余
、
君
に
於
い
て
主
従
の
旧
誼
有
り
。
因
り
て
其
の
来

由
を
記
し
、
石
を
建
て
、
以
て
遺
事
を
存
す
。
し
か
云
ふ
。

種
は
紫
哀
に
同
じ
く
苗
は
藤
氏
に
出
づ
風
流
を
有
す
る
人
齊

し
帰
る
こ
と
千
里
に
し
て
之
れ
を
庭
に
植
う
此
の
地
即
ち
是
れ

な
り
六
十
年
余
に
し
て
枝
幹
□
□
後
春
を
春
と
成
す
は
美

if
いし
4

つ

に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
却
り
て
美
雪
か
雲
か
覚
裳
も
恥
づ
べ
し
其

の
樹
は
維
れ
存
す
る
も
其
の
人
、
已
に
亡
し
今
に
し
て
明
ら
か

に
せ
ざ
れ
ば
誰
か
遺
址
を
弁
ぜ
ん

D
口
蕪
辞
石
を
以
て
紙
に
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＊

「
古
内
広
直
君
」
・
・・
岩
沼
邑
主
、
古
内
氏
第
十

一
代
、
古
内
左
近
介
広

居
。
晩
年
に
広
直
と
改
め
る
。
一

八

一
九
ー
？
。
（
「
岩
沼
市
史
」
、
岩

沼
市
、
一
九
八
四
年
）

「
天
保
甲
辰
」
…
天
保
十
五
年
(
-
八
四
四
）。

な
お
、
同
年
十
二
月
二

日
に
改
元
し
て
弘
化
。

「
備
晃
夫
人
」

．：
伊

述
慶
邦
の
正
室
、
備
晃
院
備
子
。

一
八
二
八

i
一
八
五

i

-

。
瀾
司
政
熙

女
、
近
衛
忠
熙
養
女
。

「
楽
山
公
」
…
仙
台
伊
達
氏
第
二
十
九
代
、

伊
達
慶
邦
。

一
八
二
五
ー
一
八
七
四
。
（
「
仙
台
人
名
大
辞
書
〗
）
「
義

父
広
賢
君
」
・
・
・
古
内
氏
第
十
代
、
古
内
弘
見
。
広
賢
は
講
。
一
八

0
五

＼
一
八
七
五
。
（
「仙
台
人
名
大
辞
書
J

)

「
近
衛
公
」

…
備
晃
院
の
養

父
、
近
衛
忠
熙
。
一
八

0
八
i
一
八
九
八
。

「
把
翠
館
」
・
・
・
明
治
に

入
っ
て
、
桜
ヶ
岡
公
園
（
現
仙
台
市
西
公
園
）
に
建
て
ら
れ
た
料
亭
の

名
。
「
種
同
紫
成
」
…
宮
中
紫
哀
殿
の
南
陛
下
東
側
に
植
え
ら
れ
る

左
近
の
桜
と
種
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
言
う
か
。

「
藤
氏
」
：
・
近
衛

家
は
藤
原
北
家
嫡
宗
。
「
後
春
成

春
」
：

•
こ
の
あ
た
り
文
意
不
明
。

桜
が
散
っ
た
後
、
翌
春
の
桜
を
待
ち
望
む
心
は

一
見
移
り
気
と
思
え
る

の
で
、
戯
れ
に
「
非
美
」
と
言
う
か
。
た
だ
し
大
意
と
し
て
、
六
十
年

余
に
し
て
な
お
変
わ
ら
ぬ
桜
の
美
を
称
え
る
こ
と
は
動
か
な
い
。

「覚
裳
」
…
虹
の
よ
う
に
美
し
い
裳
。
仙
人
の
衣
。

移
蝋
梅
記

塩
釜
神
祠
側
有
蝋
梅
林
。

六
無
斎
先
生
、
所
賭
藤
塚
塩
亭
。
初
植
之
於
其

換
ふ

4
 

別
壁
金
華
亭
。
後
移
祠
側
者
也
。
亭
址
猶
有
遺
株
、
鬱
然
成
叢
。
今
分

―

根
移
先
生
墓
側
、
以
倣
植
墓
木
之
例
。
花
之
潔
、
香
之
冽
、
庶
幾
足
以
慰

英
霊
乎
。

蝋
梅
を
移
す
の
記

塩
釜
神
祠
の
側
に
蝋
梅
の
林
有
り
。
六
無
斎
先
生
、
藤
塚
塩
亭
に
賭
る
所

な
り
。
初
め
之
れ
を
其
の
別
壁
金
華
亭
に
植
う
。
後
に
祠
の
側
に
移
す
者

な
り
。
亭
址
猶
ほ
遺
株
有
り
、
鬱
然
と
し
て
叢
を
成
す
。

今

一
根
を
分
け

て
先
生
の
墓
の
側
に
移
し
、
以
て
墓
木
を
植
う
る
の
例
に
倣
ふ
。
花
の
潔

き
と
、
香
の
冽
き
と
、
庶
幾
は
く
は
以
て
英
霊
を
慰
む
る
に
足
ら
ん
こ
と

を
。

＊
「
塩
釜
神
祠
」
…
塩
釜
神
社
。

「
六
無
斎
先
生
」
…
六
無
斎
は
寛
政

の
三
奇
人
と
し
て
知
ら
れ
る
思
想
家
、
林
子
平
(
-
七
――
―八

i
一
七
九

三）

の
号
。
雨
香
は

「林
子
平
伝
記
J

を
著
し
て
い
る
。

「藤
塚
塩
亭
」

…
塩
釜
神
社
神
官
、
藤
塚
式
部
。
塩
亭
は
そ
の
号
。
一

七
三
七

i
一
七

九
九
。
林
子
平
と
親
し
か

っ
た
。
（
『仙
台
人
名
大
辞
書
l

)

「
別
野
土」

…
別
荘
。

「
植
墓
木
之
例
」
・
・
・
「
墓
木
已
に
供
す
」
（
『
春
秋
左
氏
伝
』

倍
公
三
十
二
年
）
。

書
三
蔵
和
尚
碑
帖
後

万
里
岡
君
見
示
唐
本
徐
浩
一二
蔵
碑
帖
。
余
一
見
称
善
、
熟
視
久
之
。
君
日
、

子
已
称
善
。
盆
書
其
後
。
余
辞
之
不
許
。

即
書
曰
、
徐
浩
沓
鍮
力
雄
健
、
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与
顔
魯
公
伯
仲
。
可
以
為
楷
法
模
範
。
蓋
法
北
魏
北
斉
者
也
。
消
玩
芸
台

｛
皆
論
魯
公
書
日
、
出
子
北
魏
北
斉
来
子
欧
椿
北
派
、
而
非
南
朝
二
王
派
也
。

余
以
為
至
論
。
今
見
徐
浩
書
与
芸
台
所
論
無
異
。
故
暫
仮
芸
台
所
論
、
以

塞
其
責
質
岡
君
。
云
。
明
治
癸
卯
秋
九
月
。

＿二
蔵
和
尚
の
碑
帖
の
後
に
書
す

万
里
岡
君
、
唐
本
の
徐
浩
の
三
蔵
碑
帖
を
示
さ
る
。
余
、
一
見
し
て
善
を

な
ん

称
し
、
久
し
く
之
れ
を
熟
視
す
。
君
日
く
、
子
已
に
善
を
称
す
。
垂
ぞ
其

の
後
に
書
せ
ざ
る
と
。
余
、
之
れ
を
辞
す
る
も
許
さ
ず
。
即
ち
書
し
て
日

く
、
徐
浩
の
書
、
筆
力
雄
健
に
し
て
顔
魯
公
と
伯
仲
す
。
以
て
楷
法
の
模

範
と
為
す
べ
し
。
蓋
し
北
魏
北
斉
を
法
と
す
る
者
な
り
。
清
の
玩
芸
台
、

嘗
て
魯
公
の
書
を
論
じ
て
日
く
、
北
魏
北
斉
に
出
て
欧
椿
北
派
よ
り
来
る
。

南
朝
二
王
の
派
に
あ
ら
ず
と
。
余
、
以
て
至
論
と
為
す
。
今
徐
浩
の
吾
を

し
ば
ら

見
る
に
、

芸
台
の
論
ず
る
所
と
異
な
る
こ
と
無
し
。
故
に
暫
く
芸
台
の
論

た
だ

ず
る
所
を
仮
り
、
以
て
其
の
責
を
塞
ぎ
て
岡
君
に
質
す
。
し
か
云
ふ
。
明

キ

のと

う

治
癸
卯
秋
九
月
。

＊
「
一正
威
和
尚
碑
帖
」

．．． 

徐
浩
の
書
で
、
唐
代
中
期
の
高
僧
不
空
三
蔵
和

尚
（
七

0
五
I
七
七
四
）
を
称
え
た
碑
文
の
拓
本
。
「
万
里
岡
君
」

げ
い
せ
ん

:
・
儒
者
、
岡
穐
泉
。
一
八
五
三

i
一
九
三
一
。
梧
渓
岡
台
輔
の
長
子
。

叔
父
千
初
に
学
び
、
経
史
詩
文
を
よ
く
し
た
。
（
『
仙
台
人
名
大
辞
書
j

)

「
徐
浩
」
・
・
・
中
国
唐
代
の
書
家
。
七
0
1――
I
七
八
二
。

「
顔
魯
公
」

．．． 

唐
代
の
書
家
、
顔
真
卿
（
七

0
九
I
七
八
四
？
）
の
こ
と
。
「
玩
去

台
」
…
中
国
消
代
の
学
者
、
玩
元

(-
七
六
四

1
一
八
四
九
）
。
芸
台

は
そ
の
号
。
中
国
の
書
の
流
れ
を
南
北
に
二
分
し
、
金
石
資
料
に
基
づ

い
て
、
古
来
書
の
模
範
と
さ
れ
て
き
た
王
義
之
を
中
心
と
す
る
南
派
の

法
帖
は
模
刻
を
繰
り
返
し
た
結
果
真
の
姿
を
失
っ
て
い
る
と
批
判
、
金

石
文
が
伝
え
る
北
派
の
書
体
を
正
統
と
し
た
『
南
北
杏
派
論
l

『
北
碑

南
帖
論
」
で
知
ら
れ
る
。
（
神
田
喜
一
郎
「
中
国
吾
道
史
l

、
岩
波
書
店
、

一
九
八
五
年
）

「欧
椿
北
派
」
…
欧
は
欧
陽
詢
（
五
五
七

i
六
四

一
）、

椿
は
猪
が
正
し
く
、
格
遂
良
（
五
九
六
ー
六
五
八
）
の
こ
と
。
い
ず
れ

も
中
国
唐
代
の
香
家
。

「
南
朝
二
王
派
」
・
・
・
ニ
王
は
、
王
義
之
、
王

献
之
父
子
の
こ
と
。
共
に
中
国
六
朝
時
代
、
東
晋
の
習
家
。

「
明
治

癸
卯
」
'
:
明
治
三
十
六
年
(
-
九

0
1―-）。

狂
石
斎
記

老
松
蔽
門
、
消
流
続
庭
゜
其
問
有

一
茅
亭
。
是
為
古
山
狂
石
、
狂
子
石
之

処
。
進
入
其
室
則
大
小
石
塊
、
醜
頑
者
、
粗
桔
者
、
有
角
者
、
有
稜
者、

如
怒
者
、
如
顎
者
、
雑
然
紛
堆
。
狂
石
恰
然
座
其
間
、
砲
々
磨
琢
不
已
。

時
聞
鰹
々
愛
々
之
声
、
与
松
風
'4
颯
々
、
清
流
之
涼
々
相
和
也
。
凡
此
等

之
石
一
経
狂
石
之
手
、
則
醜
頑
者
為
美
麗
、
粗
桔
者
為
滑
沢
、
有
稜
角
者

為
平
滑
、
如
怒
瀕
者
為
温
正
。
醜
美
精
租
全
変
其
性
形
。
猶
彼
野
人
朴
栖

者
漸
閑
礼
節
挙
止
詳
雅
与
前

H
異
者
也
。
狂
石
之
狂
移
其
物
如
此
。
安
知

雑
然
紛
堆
之
中
有
照
乗
之
珍
、
他
日
為
天
下
之
巨
宝
哉
。
世
之
狂
子
石
者
、

何
限
多
狂
其
形
。
又
只
不
過
愛
玩
撫
弄
之
耳
。
其
狂
也
虚
也
。
与
変
粗
為

粕
、
化
賎
為
貴
者
、
何
音
符
壌
突
。
蓋
狂
石
之
狂
狂
之
至
者
、
而
其
狂
也

実
也
。
宜
乎
以
狂
石
名
其
室
且
自
号
也
。
抑
余
亦
醜
頑
如
石
、
朴
晒
一
野

5
 

- 96 -



人
、
而
仮
狂
石
之
一
摩
琢
欲
移
其
性
者
。
交
遊
二
十
年
、
チ
翠
而
依
然
醜

頑
如
旧
。
恥
彼
石
者
多
突
。
是
与
石
之
醜
頑
異
而
然
乎
。
将
為
狂
石
所
棄

而
然
乎
。
嗚
呼
我
知
之
。
石
之
醜
頑
在
其
外
形
非
其
内
質
。
故
一
磨
琢
則

玲
瀧
滑
澗
非
復
前
物
也
。
余
之
醜
頑
内
外
形
質
皆
無
不
然
。
雖
経
百
磨
琢

終
不
能
顕
玲
瀧
滑
澗
之
美
也
。
狂
石
之
狂
無
如
之
何
耳
。

狂
石
斎
の
記

老
松
門
を
蔽
ひ
、
清
流
庭
を
饒
る
。
其
の
間
に
一
茅
亭
有
り
。
是
れ
古
山

狂
石
、
石
に
狂
す
る
の
処
な
り
。
其
の
室
に
進
み
入
れ
ば
則
ち
大
小
の
石

塊
の
醜
頑
な
る
者
、
粗
桔
な
る
者
、
角
有
る
者
、
稜
有
る
者
、
怒
る
が
如

ひ

そ

ふ

ん

た

い

き
者
、
瀕
む
が
如
き
者
、
雑
然
紛
堆
た
り
。
狂
石
、
恰
然
と
し
て
其
の
間

こ

っ

こ

う

か

つ

に
座
し
、
砲
々
と
磨
琢
し
て
已
ま
ず
。
時
に
鰹
々
憂
々
の
声
、
松
風
の

颯
々
た
る
、
消
流
の
涼
々
た
る
と
相
和
す
る
を
聞
く
。
凡
そ
此
等
の
石
、

―
た
び
狂
石
の
手
を
経
れ
ば
、
則
ち
醜
頑
な
る
者
は
美
麗
に
な
り
、
粗
槌

な
る
者
は
滑
沢
に
な
り
、
稜
角
有
る
者
は
平
滑
に
な
り
、
怒
り
瀕
む
が
如

き
者
は
温
正
に
な
る
。
醜
美
精
粗
、
全
く
其
の
性
・
形
を
変
ず
る
な
り
。

な
ら

猶
ほ
彼
の
野
人
の
朴
栖
な
る
者
、
漸
く
礼
節
挙
止
を
閑
ひ
、
雅
を
詳
ら
か

に
し
て
前
日
と
異
な
る
者
の
ご
と
し
。
狂
石
の
狂
、
其
の
物
を
移
す
こ
と

此
く
の
如
し
。
安
く
ん
ぞ
雑
然
紛
堆
た
る
中
に
照
乗
の
珍
有
り
、
他
日
天

下
の
巨
宝
と
な
る
こ
と
を
知
る
や
。
世
の
石
に
狂
す
る
者
、
何
ぞ
多
く
其

の
形
に
狂
す
る
に
限
る
。
又
た
只
だ
之
れ
を
愛
玩
撫
弄
す
る
に
過
ぎ
ざ
る

の
み
。
其
の
狂
や
虚
な
り
。
粗
を
変
じ
て
精
と
為
し
、
賎
を
化
し
て
費
と

た

し

ょ

ヤ

じ

ょ

う

為
す
者
と
、
何
ぞ
音
だ
将
壌
の
み
な
ら
ん
や
。
蓋
し
狂
石
の
狂
、
狂
の
至

し
ペ

れ
る
者
に
し
て
、
其
の
狂
や
実
な
り
。
宜
な
る
か
な
、
狂
石
を
以
て
其
の

室
の
名
と
し
、
且
つ
自
ら
号
す
る
や
。
抑
も
余
も
亦
た
醜
頑
な
る
こ
と
石

の
如
き
朴
栖
の
一
野
人
に
し
て
、
狂
石
の
一
磨
琢
を
仮
り
て
其
の
性
を
移

さ
ん
と
欲
す
る
者
な
り
。
交
遊
す
る
こ
と
二
十
年
、
荻
に
依
然
と
し
て
醜

頑
な
る
こ
と
旧
の
如
し
。
彼
の
石
に
恥
づ
る
者
多
し
。
是
れ
石
の
醜
頑
と

異
に
し
て
然
る
か
。
将
に
狂
石
の
棄
つ
る
所
と
為
ら
ん
と
し
て
然
る
か
。

嗚
呼
、
我
之
れ
を
知
る
。
石
の
醜
頑
、
其
の
外
形
に
在
り
て
其
の
内
質
に

ま

あ
ら
ず
。
故
に

一
た
び
磨
琢
す
れ
ば
則
ち
玲
瀧
滑
潤
に
し
て
復
た
前
物
に

あ
ら
ず
。
余
の
醜
頑
、
内
外
形
質
皆
な
然
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
百
磨
琢
を

経
と
雖
も
終
に
玲
瀧
滑
潤
の
美
を
顕
す
能
は
ず
。
狂
石
の
狂
も
之
れ
を
如

何
と
も
す
る
こ
と
無
き
の
み
。

＊
「
古
山
狂
石
」
…
美
術
家
、
古
山
通
次
。
狂
石
は
そ
の
号
。
一

八
五
ニ

1
一
九
二
六
。
（
『
仙
台
人
名
大
辞
書
j

)

「
瀕
」
…
眉
を
ひ
そ
め
る
。

顔
を
し
か
め
る
。

「
紛
堆
」
…
も
の
が
乱
雑
に
う
ず
た
か
く
積
ま
れ

た
様
。

「
恰
然
」
…
喜
び
楽
し
む
様
。

「砲
々
」
…
骨
を
折
っ
て
働

く
様
。

「
鰹
々
箋
々
」
…
「
鰹
々
」
は
金
、
石
の
嗚
る
音
、
「
憂
々
」

は
金
、
石
な
ど
硬
い
も
の
が
触
れ
合
う
音
の
擬
声
語
。
「
猶
彼
野
人

朴
栖
者
漸
閑
礼
節
挙
止
詳
雅
与
前
日
異
者
也
」
…
典
拠
未
詳
。

「
照

乗
之
珍
」

．．． 

「照
乗
」
は
、
中
国
戦
国
時
代
、
魏
の
恵
王
が
保
有
し
た

宝
玉
。

光
が
前
後
十
二
乗
の
車
を
照
ら
す
と
い
う
。

(
E

史
記
j

田
敬
仲

完
世
家
）
「
照
乗
の
珍
」
は
、
そ
の
よ
う
に
珍
し
い
宝
物
。
「
宵
壌
」

・・
・
天
地
。
ま
た
、
天
と
地
ほ
ど
も
差
が
あ
る
こ
と
の
器
え
。
雲
泥
の
差
。

こ
こ
は
後
者
。
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題
道
風
観
蛙
図

一
朝
士
烏
帽
直
衣
立
柳
下
如
有
所
視
。
是
為
小
野
道
風
観
蛙
図
。
蓋
聞
道

風
初
習
字
甚
拙
学
之
而
不
得
。

一
日
過
池
辺
時
、
雨
新
晴
池
水
満
憬
柳
枝

垂
水
。
有
蛙
将
上
柳
枝
。
飛
騰
者
再
三
而
不
能
。
後
又
飛
騰
再
三
次
終
能

得
上
柳
枝
。
道
風
見
之
感
悟
、
以
為
吾
学
害
字
亦
如
此
。
爾
後
憤
俳
刻
苦
、

果
成
其
志
。
終
列
三
蹟
、
与
嵯
峨
帝
及
佐
理
並
称
云
°
軋
間
委
身
子
学
業

而
無
成
、
半
途
廃
者
幾
許
也
。
千
載
之
下
登
不
愧
於
道
風
哉
。
見
此
図
者

以
道
風
之
心
為
心
則
可
也
。

道
風
観
蛙
の
図
に
題
す

一
朝
上
、
烏
帽
直
衣
に
て
柳
下
に
立
ち
、
視
る
所
有
る
が
如
し
。
是
れ
小

野
道
風
蛙
を
観
る
の
図
た
り
。
蓋
し
聞
く
、
道
風
初
め
書
字
甚
だ
拙
く
、

之
れ
を
学
ぶ
も
得
ず
。

一
日
、
池
辺
を
過
る
時
、
雨
新
た
に
晴
れ
、
池
水

満
脹
し
、
柳
枝
水
に
垂
る
。
蛙
の
将
に
柳
枝
に
上
ら
ん
と
す
る
も
の
有
り
。

飛
騰
す
る
こ
と
再
一―
一
に
し
て
能
は
ず
。
後
又
た
飛
騰
す
る
こ
と
再
三
に
し

て
、
次
に
終
に
能
＜
柳
枝
に
上
る
こ
と
を
得
。
道
風
之
れ
を
見
て
感
悟
し
、

お

も

ふ

人

び

以
為
へ
ら
く
、
吾
書
字
を
学
ぶ
も
亦
た
此
く
の
如
し
と
。
爾
後
、
憤
俳
刻

苦
し
、
果
た
し
て
其
の
志
成
る
。
終
に
三
蹟
に
列
し
、
嵯
峨
帝
及
び
佐
理

と
並
び
称
せ
ら
る
と
云
ふ
。
世
間
、
身
を
学
業
に
委
ね
て
成
る
こ
と
無
く
、

い
く
は
（

半
途
に
し
て
廃
す
る
者
幾
許
ぞ
。
千
載
の
下
、
登
に
道
風
に
愧
ぢ
ざ
ら
ん

ゃ
。
此
の
図
を
見
る
者
、
道
風
の
心
を
以
て
心
と
為
せ
ば
則
ち
可
な
り
。

＊
「
道
風
観
蛙
図
」
'
:
小
野
道
風
は
平
安
中
期
の
占
家
。
八
九
四
＼
九
人

四
。
道
風
が
柳
に
飛
び
つ
く
蛙
を
見
て
発
憤
す
る
と
い
う
話
は
浄
瑠
璃

6
 

『
小
野
道
風
青
柳
硯
』
(
-
七
五
四
年
初
演
、
の
ち
歌
舞
伎
で
も
上
演
）

二
段
目
に
よ
っ
て
広
く
世
に
浸
透
し
、
画
題
に
も
な
っ
た
。
「
憤

俳
」
・
・
・
心
中
に
恨
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
内
心
奮
起
す
る
意
。
「
三

蹟
」
…
小
野
道
風
は
和
様
の
甚
を
よ
く
し
、
藤
原
佐
理
、
藤
原
行
成
と

共
に
三
蹟
に
数
え
ら
れ
る
。

一
方
、
嵯
峨
天
皇
は
空
海
、
橘
逸
勢
と
共

に
平
安
初
期
の
古
を
代
表
す
る
一二
箪
に
数
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
両
者

が
混
同
さ
れ
て
い
る
。

小
山
田
筑
前
君
募
表

大
崎
之
役
伊
達
氏
之
軍
深
入
客
地
、
戦
甚
苦
。
曾
日
暮
天
大
雪
。
軍
令
小

山
田
筑
前
頼
定
黒
甲
聰
馬
揮
金
梶
進
部
兵
奪
戦
而
死
。
実
天
正
十
七
年
―
―

月
―
一
日
也
。
大
崎
氏
之
兵
併
其
首
与
旗
織
送
之
義
隆
陣
。
義
隆
以
礼
葬
於

中
新
田
之
南
、
建
薬
師
堂
以
表
。
乃
此
地
也
。
義
隆
送
旗
轍
於
最
ヒ
氏
報

捷
。
義
光
固
知
頼
定
之
瞬
名
。
因
納
於
羽
黒
山
云
。
頼
定
臨
発
謁
貞
山
公
。

公
賜
金
鹿
以
屁
之
。
軍
中
所
執
乃
是
也
。
安
永
中
有
里
人
役
祐
観
者
。
欲

建
碑
而
不
果
也
。
今
片
石
謀
不
朽
者
亦
継
祐
観
之
志
也
。

小
山
田
筑
前
君
墓
表

大
崎
の
役
に
伊
達
氏
の
軍
深
く
客
地
に
入
り
、
戦
に
甚
だ
苦
し
む
。
曾
て

き
ん
ぽ
う

日
姪
れ
夭
大
雪
た
り
。
軍
令
小
山
田
筑
前
頼
定
、
黒
甲
馳
馬
に
て
金
鹿
を

押
ひ
て
部
兵
を
進
め
、
背
戦
し
て
死
す
。
実
に
天
正
十
七
年
二
月
二
日
な

り
。
大
崎
氏
の
兵
、
其
の
首
と
旗
織
と
を
併
せ
て
之
れ
を
義
隆
の
陣
に
送

る
。
義
隆
、
以
て
中
新
田
の
南
に
礼
葬
し
、
薬
師
堂
を
建
て
以
て
表
す
。

7
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乃
ち
此
の
地
な
り
。
義
隆
、
旗
條
を
最
上
氏
に
送
り
報
ず
る
こ
と
捷
な
り
。

義
光
、
固
よ
り
頼
定
の
話
名
を
知
る
。
因
り
て
羽
黒
山
に
納
む
と
云
ふ
。

頼
定
、
発
に
臨
み
て
貞
山
公
に
謁
す
。
公、

金
鹿
を
賜
ひ
、
以
て
之
れ
を

ょ
f屁

ま
す
。
軍
中
執
る
所
乃
ち
是
れ
な
り
。
安
永
中
、
里
人
役
祐
観
な
る
者

有
り
。
碑
を
建
て
ん
と
欲
す
る
も
果
た
さ
ず
。
今
片
石
も
て
不
朽
を
謀
る

者
も
亦
た
祐
観
の
志
を
継
ぐ
な
り
。

＊

「小
山
田
筑
前
君
」
…
伊
達
家
の
武
将
、
小
山
田
筑
前
守
頼
定
(
-
五

二
五

i
一
五
八
八
）
。
（
「
仙
台
人
名
大
辞
書
」
）
「
大
崎
の
役
」・・
・
天
正

十
六
年

(
-
五
八
八
）
二
月
二
日
、
伊
達
政
宗
が
大
崎
家
中
の
内
紛
に

乗
じ
て
そ
の
領
地
を
攻
め
た
大
崎
合
戦
（
「貞
山
公
治
家
記
録
」
巻
三

な
ど
）
。
文
中
に

「
天
正
十
七
年
」
と
あ
る
の
は
何
に
拠
る
か
、
不
明
。

「
部
兵
」

．．．
 
部
隊
に
同
じ
。

「
義
隆
」
…
奥
州
探
題
大
崎
氏
第
十
二
代

義
隆
（
生
没
年
未
詳
）
。
「
最
上
氏
」
・
：
出
羽
最
上
氏
第
十
一
代
、
山

形
藩
初
代
藩
主
義
光
(
-
五
四
六
＼

一
六
―
四
）。
こ
の
頃
、
最
上
氏

と
大
崎
氏
は
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
。

「
瞬
名
」

・:
「縣
」
は
お
ご
り

高
ぶ
る
意
。

「
験
名
」
の
誤
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
武
勇
に
す
ぐ
れ
る
と

い
う
評
判
。

「
貞
山
公
」

．．． 
仙
台
伊
達
氏
十
七
代
、
仙
台
藩
初
代
藩

主
政
宗
(
-
五
六
七
i
一
六
三
六
）
。

「
金
腕
」
…
金
色
の
指
揮
用
の

旗
。

「

品
」
．．．
 
励
に
同
じ
。

「
役
祐
観
」
・
・
・伝
未
詳
。

8

小
野
木
君
墓
誌
銘

小
野
木
君
没
越
数
月
、
将
表
其
墓
、
介
友
人
小
川
氏
請
余
文
。
余
素
識
君

父
子
誼
、
不
可
辞
也
。
按
君
名
巳
与
吉
。
父
日
多
利
治
、
母
庄
子
氏
。
君

其
長
子
。
幼
好
学
、
卓
然
有
自
立
志
。
明
治
十
八
年
、
入
宮
城
医
学
校
。

校
廃
入
第
―
一高
等
学
校
医
学
部
。
二
十
四
年
、
受
医
学
全
科
卒
業
証
書。

二
十
五
年
、
為
帝
国
医
科
大
学
選
科
生
専
修
外
科
。
二
十
六
年
、
為
登
米

公
立
病
院
主
席
医
員
。
二
十
八
年
、
為
第
二
師
団
傭
医
。
此
年
受
医
学
得

業
士
称
号
。
二
十
九
年
六
月
、
有
海
嘘
之
変
、
為
気
仙
沼
赤
十
字
社
医
員
。

此
年
官
質
明
治
二
十
七
八
年
戦
役
中
功
労
、
賜
金
五
十
円
。
三
十
年
二
月、

為
赤
十
字
社
準
備
医
員
。
十
一
月
為
志
津
JII
公
立
病
院
主
席
医
員
。
有
令

名
。
三
十
一
年
三
月
一
工
'
-
日
、
速
病
没
子
志
津
川
僑
居
。
年
僅
三
十
。

帰
葬
仙
台
瑞
見
寺
。
時
曾
有
従
軍
記
章
之
賜
、
而
生
前
不
得
侃
此
賜
。
国

手
中
目
先
生
有
許
嫁
其
女
之
約
而
未
及
合
沓
而
没
。
共
是
所
以
為
遺
憾
也
。

銘
日
、

秀
而
不
実

小
野
木
君
墓
誌
銘

小
野
木
君
没
し
て
数
月
を
越
え
、
将
に
其
の
墓
に
表
せ
ん
と
し
て
、
友
人

よ
し
み

小
川
氏
を
介
し
て
余
に
文
を
請
ふ
。
余
、
素
よ
り
君
の
父
子
を
識
る
誼
あ

り
、
辞
す
べ
か
ら
ず
。
按
ず
る
に
、
君
の
名
巳
与
吉
。
父
多
利
治
、
母
庄

子
氏
と
日
ふ
。
君
、
其
の
長
子
た
り
。
幼
く
し
て
学
を
好
み
、
卓
然
と
し

て
自
立
の
志
有
り
。
明
治
十
八
年
、
宮
城
医
学
校
に
入
る
。
校
廃
せ
ら
れ

て
第
二
高
等
学
校
医
学
部
に
入
る
。

二
十
四
年
、
医
学
全
科
卒
業
証
書
を

受
く
。
二
十
五
年
、
帝
国
医
科
大
学
選
科
生
と
為
り
、
外
科
を
専
修
す
。

二
十
六
年
、
登
米
公
立
病
院
主
席
医
員
と
為
る
。
二
十
八
年
、
第
二
師
団

傭
医
と
為
る
。
此
の
年
、
医
学
得
業
士
の
称
号
を
受
く
。
二
十
九
年
六
月
、

嗚
呼
似
哉

人
惜
其
死

天
棄
此
才
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海
慮
の
変
有
り
、
気
仙
沼
赤
十
字
社
医
員
と
為
る
。
此
の
年
、
官
に
明
治

二
十
七
、
八
年
の
戦
役
中
の
功
労
を
賞
せ
ら
れ
、
金
五
十
円
を
賜
は
る
。

―
二
十
年
一
一
月
、
赤
十
字
社
準
備
医
員
と
為
る
。
十

一
月
、
志
津
川
公
立
病

院
主
席
医
貝
と
為
る
。
令
名
有
り
。
三
十

一
年
一二
月
一
―
十
一
日
、
速
に
志

津
川
の
僑
居
に
没
す
。
年
僅
か
に
一
―-
+
。
仙
台
瑞
見
寺
に
帰
葬
す
。
時
に

曾
て
従
軍
記
章
の
賜
有
り
て
、
生
前
此
の
賜
を
侃
く
こ
と
を
得
ず
。
国
手

な
か
の
め

き
，^

中
目
先
生
、
其
の
女
を
嫁
す
る
を
許
す
の
約
有
る
も
、
未
だ
合
歪
に
及
ば

ず
し
て
没
す
。
共
に
是
れ
遺
憾
と
為
す
所
以
な
り
。
銘
に
日
く
、

秀
に
し
て
実
ら
ず
嗚
呼
偽
ま
し
き
か
な
人
、
其
の
死
を
惜
し
む

天
、
此
の
オ
を
棄
つ

＊
「
小
野
木
君
」
…
こ
の
文
に
伝
え
る
以
上
の
こ
と
は
未
詳
。
「
父
多
利

治
」
・
・
・
整
骨
医
、
小
野
木
多
利
治
。
一
八
四
九
＼

一
九
一
七
。
（
『仙
台

人
名
大
辞
書
」
）
「
得
業
士
」
…
旧
制
高
校
の
医
学
、
法
学
、
工
学
の
四

年
制
専
門
学
部
を
卒
業
し
た
者
に
授
与
さ
れ
た
称
号
。
「
海
畷
之
変
」

…
明
治
二
十
九
年
(
-
八
九
六
）
六
月
十
五
日
の
明
治
三
陸
地
震
に
よ

る
大
津
波
。

「
明
治
二
十
七
、
八
年
之
戦
役
」
…
日
清
戦
争
。
「
瑞

見
寺
」
…
見
瑞
寺
が
正
し
い
。
現
在
も
仙
台
市
宮
城
野
区
楷
ヶ
岡
に
あ

る
。

「
国
手
」

．．． 
医
術
や
技
芸
に
特
に
優
れ
た
手
腕
を
持
つ
人
。
特
に

医
者
を
呼
ぶ
敬
称
。
「
中
目
先
生
」
…
仙
台
藩
藩
医
、
中
目
斉
。
一

八

三
五

i
一
九
ニ
―
。
維
新
後
は
共
立
病
院
を
創
設
、
初
代
院
長
。
（
「仙

台
人
名
大
辞
書
]
)
「
合
沓
」
…
婚
礼
の
意
。
「
沓
」
は
、
さ
か
ず
き
。

休
克
日
野
翁
伝
賛

翁
諒
某
、
通
称
休
克
と
い
ふ
。
初
め
良
哲
、
又
た
貫
的
を
称
す
。
小
字
栄

吉
。
本
姓
藤
本
氏
、
父
の
名
栄
十
郎
、
志
田
郡
石
森
村
の
人
な
り
。
翁
、

其
の
次
子
に
し
て
文
化
九
年
四
月
八
日
を
以
て
生
ま
る
。
幼
く
し
て
頴
悟

，
 

修
業
以
医

孫
謀
悠
遠

温
恭
之
性

大
有
所
胎

只
旨
仁
慈

杏
林
永
盛

果
然
善
報

花
実
満
枝

休
克
日
野
翁
伝
賛

翁
緯
某
、
通
称
休
克
。
初
称
良
哲
又
貰
的
。
小
字
栄
吉
。
本
姓
藤
本
氏
、

父
名
栄
十
郎
、
志
田
郡
石
森
村
人
也
。
翁
其
次
子
、
以
文
化
九
年
四
月
八

H
生。

幼
頴
悟
。
其
家
業
農
。
翁
不
屑
之
。
自
俗
師
事
道
仙
百
々
氏
学
経

史
労
及
医
学
。
年
十
七
、
入
錦
織
即
休
先
生
之
門
専
学
医
術
。
前
後
十
年
、

先
生
与
其
偏
名
日
休
克
。
業
成
為
日
野
旦
待
養
子。

於
是
冒
日
野
氏
。
初

開
業
於
石
森
村
、
次
転
牡
鹿
桃
生
諸
地
。
後
住
玉
造
郡
岩
出
山
。
其
業
大

行
。
先
配
氏
家
氏
、
生
三
男
二
女
。
長
男
力
園
夭
。
次
男
白
号
磐
村
承
家
。

三
男
竹
之
助
嗣
千
薬
氏
。
長
女
多
祢
適
鈴
木
氏
。
次
女
伊
祢
適
野
村
氏
。

継
配
真
山
氏
生

―
女
夭
。
翁
性
温
恭
質
直
、
不
与
人
争
。
謙
譲
守
己
倹
癌

安
分
。
訓
戒
子
弟
以
聖
賢
之
道
。
晩
年
信
仏
入
蓮
宗
、
毎
遇
宗
祖
忌
日
口

絶
胆
臭
。
其
謹
厳
如
此
。
而
磐
村
孝
順
好
学
修
医
学
。
応
試
及
第
、
奉
識

宮
城
病
院
。
移
家
仙
台
迎
翁
奉
侍
甚
至
。
翁
以
明
治
十
六
年
五
月
二
十
四

日
没
子
仙
台
小
俵
東
裏
丁
之
家
。
年
七
十
二
。
遺
言
葬
於
荒
町
仏
眼
寺
。

今
也
磐
村
其
業
行
、
家
道
亦
興
。
前

H
之
侍
奉
不
嫌
子
心
。
作
此
画
像
日

夕
礼
拝
、
以
欲
慰
愛
日
之
情
也
。
使
余
賛
之
。
余
嘉
追
孝
之
志
、
作
其
伝
、

係
以
賛
詞
日
、

行
道
以
仏

生
寧
馨
児
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い
さ

X
よ

た
り
。
其
の
家
、
農
を
業
と
す
。
翁
、
之
れ
を
屑
し
と
せ
ず
。
自
ら
術

か
た
が
た

ひ
て
道
仙
百
々
氏
に
師
事
し
、
経
史
を
学
び
、
労
医
学
に
及
ぶ
。
年
十

に
し
こ

n

七
に
し
て
、
錦
織
即
休
先
生
の
門
に
入
り
、
専
ら
医
術
を
学
ぶ
。
前
後
十

年
、
先
生
其
の
偏
名
を
与
へ
、
休
克
と
日
ふ
。
業
成
り
、
日
野
量
待
の
養

こ
こ

子
と
な
る
。
是
に
於
い
て
日
野
氏
を
冒
す
。
初
め
石
森
村
に
開
業
し
、
次

い
で
牡
鹿
、
桃
生
の
諸
地
に
転
ず
。
後
に
玉
造
郡
岩
出
山
に
住
す
。
其
の

業
大
い
に
行
は
る
。
先
づ
氏
家
氏
を
配
し
、
三
男
二
女
を
生
む
。
長
男
カ

園
、
夭
す
。
次
男
白
、
磐
村
を
号
し
、
家
を
承
く
。

――
―
男
竹
之
助
、
千
業

ゅ

氏
を
嗣
ぐ
。
長
女
多
祢
、
鈴
木
氏
に
適
く
。
次
女
伊
祢
、
野
村
氏
に
適
く
。

継
い
で
真
山
氏
を
配
し
、

一
女
を
生
む
も
夭
す
。
翁
、
性
温
恭
質
直
に
し

て
、
人
と
争
は
ず
。
謙
譲
し
て
己
を
守
り
、
倹
薄
に
し
て
分
に
安
ん
ず
。

子
弟
に
訓
戒
す
る
に
聖
賢
の
道
を
以
て
す
。
晩
年
仏
を
信
じ
、
蓮
宗
に
入

る
。
宗
祖
の
忌
日
に
遇
ふ
毎
に
、
口
に
胆
臭
を
絶
つ
。
其
の
謹
厳
な
る
こ

と
此
く
の
如
し
。
而
し
て
磐
村
、
孝
順
に
し
て
、
学
を
好
み
医
学
を
修
む
。

試
に
応
じ
て
及
第
し
、
宮
城
病
院
に
奉
職
す
。
家
を
仙
台
に
移
し
、
翁
を

迎
へ
て
侍
奉
す
る
こ
と
甚
だ
至
れ
り
。
翁
、
明
治
十
六
年
五
月
二
十
四
日

を
以
て
仙
台
小
俵
東
衷

T
の
家
に
没
す
。
年
七
十
二。

遺
言
に
よ
り
荒
町

仏
眼
寺
に
葬
る
。
今
や
磐
村
、
其
の
業
を
行
ひ
、
家
道
亦
た
興
る
。
前
日

ち
ぶ
た

の
侍
奉
心
に
憔
ら
ず
。
此
の
画
像
を
作
り
て
日
夕
礼
拝
し
、
以
て
愛
日
の

情
を
慰
め
ん
と
欲
す
。
余
を
し
て
之
れ
に
賛
せ
し
む
。
余
、
追
孝
の
志
を

嘉
し
、
其
の
伝
を
作
り
、
係
い
で
賛
詞
を
以
て
日
く
、

道
を
行
ふ
に
仏
を
以
て
し
業
を
修
む
る
に
医
を
以
て
す
温
恭
の

ね
い
け
い
じ

性
只
だ
仁
慈
を
旨
と
す
果
然
と
し
て
善
報
あ
り
寧
馨
児
を
生

ぉ
（

む
孫
謀
悠
遠
に
し
て
大
い
に
胎
る
所
有
り
杏
林
永
く
盛
り

＊
「
休
克
日
野
翁
」
…
こ
の
文
に
伝
え
る
以
上
の
こ
と
は
未
詳
。
「
道

仙
百
々
氏
」
…
伝
未
詳
。
「
錦
織
即
休
先
生
」
・
・
・
仙
台
藩
藩
医
、
錦

織
弘
景
。
即
休
は
そ
の
号
。
一
七
九
五
＼
一
八
六
四
。
（
『
仙
台
人
名
大

辞
書
J

)

「
偏
名
」
…
二
字
の
名
前
の
う
ち
の

一
字
。
「
日
野
蓋
待
」

…
伝
未
詳
。
「
冒
」
…
他
家
の
姓
を
名
乗
る
。
「
蓮
宗
」
…
日
蓮

宗。

「愛
日
」
…
寸
暇
を
惜
し
ん
で
孝
行
に
励
む
こ
と
。
「
追
孝
」

…
亡
き
親
に
孝
を
尽
く
し
、
供
養
す
る
こ
と
。
「
寧
馨
児
」

．．． 

幼
少

か
ら
悛
れ
て
い
る
人
。
神
窺
。
「
孫
謀
」
…
子
孫
の
た
め
に
よ
い
は

お
く

ょ
か
り
二
と

か
り
ご
と
を
残
す
こ
と
。
「
蕨
の
孫
に
謀
を
胎
る
」
（
『
詩
経
』
大
雅

「
文
王
有
声
」
）
。
「
杏
林
」

．．． 

医
者
の
美
称
。
こ
こ
で
は
日
野
休
克
、

磐
村
父
子
の
繁
栄
の
象
徴
。

10

雨
石
印
譜
序

余
見
古
仏
像
有
三
面
六
腎
持
弓
矢
執
剣
戟
如
鬼
物
者
。
謂
印
度
雖
最
古
同

登
有
此
鬼
物
哉
。
深
自
怪
之
。
既
而
自
解
日
、
是
仏
氏
仮
以
顕
古
仏
一
身

兼
数
能
之
意
、
不
過
諭
人
耳
。
不
足
深
怪
也
。
而
余
今
見
之
於
人
間
界
其

人
果
誰
乎
也
。
吾
友
雨
石
画
伯
是
也
。
画
伯
初
為
司
直
記
室
、
有
令
名
。

又
学
画
於
雨
谷
翁
伝
其
衣
鉢
。
兼
指
頭
画
人
称
其
妙
。
誰
知
画
伯
多
能
。

尚
善
鉄
筆
、
使
専
門
者
睦
。
若
子
其
後
然
則
画
伯
一
隻
手
兼
三
四
能
。
与

彼
印
度
古
仏
無
異
。
謂
一
面
四
腎
之
鬼
可
也
。
頃
日
印
譜
成
、
来
徴
余
言
。

囚
書
所
以
自
怪
自
解
之
事
、
以
返
之
。
或
恐
画
伯
之
能
更
加
三
四
為
一
面

花
実
枝
に
満
つ
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八
腎
之
鬼
、
余
亦
徴
之
於
画
伯
之
他
日
。
云
゜

雨
石
印
諾
の
序

余
、
古
仏
像
の
三
面
六
腎
に
し
て
弓
矢
を
持
ち
、
剣
戟
を
執
り
て
、
鬼
物

の
如
き
者
有
る
を
見
る
。
謂
ふ
に
、
印
度
最
古
の
国
な
り
と
雖
も
登
に
此

の
鬼
物
有
ら
ん
や
と
。
深
く
自
ら
之
れ
を
怪
し
む
。
既
に
し
て
自
ら
解
き

て
日
く
、
是
れ
仏
氏
の
仮
に
以
て
古
仏
一
身
に
数
能
を
兼
ぬ
る
の
意
を
顕

し
、
人
を
諭
す
に
過
ぎ
ず
。
深
く
怪
し
む
に
足
ら
ず
と
。
而
し
て
余
、

今

之
れ
を
人
間
界
に
見
る
に
、
其
の
人
果
た
し
て
誰
ぞ
。
吾
が
友
雨
石
画
伯
、

是
れ
な
り
。
画
伯
初
め
司
直
の
記
室
と
し
て
令
名
有
り
。
又
た
画
を
雨
谷

翁
に
学
び
、
其
の
衣
鉢
を
伝
ふ
。
兼
ね
て
指
頭
画
は
人
、
其
の
妙
を
称
す
。

誰
か
画
伯
の
多
能
な
る
を
知
ら
ん
。
尚
ほ
鉄
筆
を
善
く
し
、
専
門
者
を
し

み
は

て
眩
ら
し
む
。
若
し
其
の
後
に
も
然
り
と
せ
ば
、
則
ち
画
伯

一
隻
手
に
三
、

四
能
を
兼
ぬ
。
彼
の
印
度
の
古
仏
と
異
な
る
こ
と
無
し
。
一

面
四
腎
の
鬼

も
と

と
謂
ひ
て
可
な
り
。
頃
日
、
印
譜
成
り
、
米
た
り
て
余
に
言
を
徴
む
。
因

り
て
自
ら
怪
し
み
自
ら
解
く
所
以
の
事
を
書
し
、
以
て
之
れ
に
返
す
。
或

は
恐
る
、
画
伯
の
能
更
に
三
、
四
を
加
へ
て
一
面
八
腎
の
鬼
と
な
り
、
余
、

も
と

亦
た
之
れ
を
画
伯
に
徴
め
ら
る
る
他
日
の
あ
ら
ん
こ
と
を
。
し
か
云
ふ
。

＊
「
雨
石
画
伯
」

．．． 
伝
末
詳
。

「
記
室
」

．．．
 

沓
記
。

「
雨
谷
翁
」
…
画

人
、
川
村
雨
谷
。

一
八一
二
八
i
一
九
〇
六
。
南
画
の
大
家
。
「
指
頭

画」

・・・
小
指
の
爪
に
凪
を
含
ま
せ
、
時
に
は
指
や
手
の
ひ
ら
も
使
っ
て

描
く
絵
画
。
「
誰
知
画
伯
多
能
」
：
＇
「
誰
不
知
画
伯
多
能
」
と
し
て

反
語
に
解
す
る
べ
き
か
。
「

鉄
筆
」
••
•印
刻
。
萩
刻
。
「
印
滸
」
：
·

雨
石
の
手
に
な
る
築
刻
の
印
影
を
集
め
た
も
の
と
思
し
い
が
、
不
明
。

11

天
華
道
人
雅
号
記

我
郷
天
華
道
人
以
書
成
家
。
曾
参
永
平
悟
由
老
禅
師
受
戒
。
禅
師
授
法
号

曰
曇
瑞
天
華
。
因
自
号
天
華
道
人
、
求
記
於
余
。
余
時
誦
栗
山
先
生
詩
。

有
「
君
去
試
看
消
洛
上
、
風
花
雲
月
是
我
文
」
之
句
。
打
案
日
是
可
記
也
。

蓋
道
人
之
害
得
之
天
成
之
華
乎
。
初
其
作
字
如
風
花
雲
月
懸
天
、
諷
々

紛
々
不
可
捕
捉
。
其
天
真
爛
没
性
情
流
路
可
梵
可
喜
。
是
其
得
子
天
者
也
。

然
諷
々
紛
々
之
性
、
則
怪
僻
支
離
不
能
無
走
法
度
之
外
。
於
是
乎
、
深
自

戒
脈
其
奔
逸
之
気
、
抑
其
放
縦
之
習
、
刻
苦
経
営
徐
納
之
規
矩
縄
墨
之
中
。

而
逸
気
充
於
内
不
溢
、
姿
態
形
於
外
不
備
。
彼
天
真
之
美
爛
漫
而
至
益
致

其
美
。
是
其
成
子
華
者
也
。
是
猶
天
馬
蹴
空
奔
逸
不
覇
束
者
、
得
王
良
造

父
之
控
駁
歩
趨
整
正
、
千
里
之
駿
骨
。
益
可
見
也
。
天
与
華
助
道
人
之
雷

腕
者
如
此
。
自
今
以
後
道
人
之
曾
化
為
天
華
、
将
有
盤
旋
大
空
、
諷
々

紛
々
与
風
花
雲
月
争
其
美
。
下
界
人
徒
仰
而
望
之
突
。
而
後
可
謂
禅
師
所

名
与
道
人
所
号
相
得
而
不
惇
。
記
以
質
道
人
。
又
望
禅
師
子
天
之

一
方
。

天
華
道
人
雅
号
の
記

我
が
郷
の
天
華
道
人
、
苔
を
以
て
家
を
成
す
。
曾
て
永
平
の
悟
由
老
禅
師

に
参
じ
て
戒
を
受
く
。
禅
師
、
法
号
を
授
け
て
、
曇
瑞
天
華
と
曰
ふ
。
因

り
て
自
ら
天
華
道
人
を
号
し
、
記
を
余
に
求
む
。
余
、
時
に
栗
山
先
生
の

吋
を
訛
す
。
「
君
去
り
て
試
み
に
看
よ
清
洛
の
上
、
風
花
雲
月
是
れ
吾
が
文
」

の
句
付
り
。
打
案
じ
て
日
く
、
是
れ
記
と
す
べ
き
な
り
と
。
盗
し
道
人
の
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書
、
之
れ
を
天
に
得
て
、
之
れ
を
華
と
成
す
も
の
か
。
初
め
其
の
字
を
作

す
に
風
花
雲
月
の
天
に
懸
か
る
が
如
く
、
醗
々
紛
々
と
し
て
捕
捉
す
べ
か

ら
ず
。
其
の
天
真
爛
漫
の
性
情
の
流
露
す
る
こ
と
、
梵
く
べ
く
、
喜
ぶ
べ

し
。
是
れ
其
れ
天
に
得
る
者
な
り
。
然
る
に
瓢
々
紛
々
の
性
な
れ
ば
、
則

ち
怪
僻
支
離
に
し
て
法
度
の
外
に
走
る
こ
と
無
き
こ
と
能
は
ず
。
是
に
於

や
く

い
て
か
、
深
く
自
戒
し
て
其
の
奔
逸
の
気
を
脈
し
、
其
の
放
縦
の
習
ひ
を

抑
へ
、
刻
苦
経
営
し
て
徐
に
之
れ
を
規
矩
縄
墨
の
中
に
納
む
。
而
も
逸
気

必
ら
2

内
に
充
ち
て
溢
れ
ず
、
姿
態
外
に
形
れ
て
媚
び
ず
。
彼
の
天
真
の
美
、
爛

漫
に
し
て
益
々
そ
の
美
を
致
す
に
至
る
。
是
れ
其
れ
華
と
成
す
者
な
り
。

是
れ
猶
ほ
天
馬
の
空
を
蹴
り
、
奔
逸
に
し
て
靱
束
せ
ら
れ
ざ
る
者
の
、
王

良
・
造
父
の
控
駁
を
得
て
歩
趨
整
正
し
、
千
里
の
駿
骨
と
な
る
が
ご
と
し
。

益
々
見
る
べ
き
な
り
。
天
の
華
を
与
へ
て
道
人
の
霊
腕
を
助
く
る
こ
と
此

く
の
如
し
。
自
今
以
後
、
道
人
の
書
、

化
し
て
天
華
と
為
り
、
将
に
盤
旋

し
て
大
空
に
有
り
、
課
々
紛
々
と
し
て
風
花
雲
月
と
其
の
美
を
争
は
ん
と

す
。
下
界
の
人
、
徒
だ
仰
ぎ
て
之
れ
を
望
む
の
み
。
而
し
て
後
、
禅
師
の

も
と

名
づ
く
る
所
と
道
人
の
号
す
る
所
、
相
得
て
悸
ら
ず
と
謂
ふ
べ
し
。
記
し

て
以
て
道
人
に
質
す
。
又
た
禅
師
を
天
の
一
方
に
望
む
。

＊
「
天
華
道
人
」
…
伝
未
詳
。

「

永
平
」
…
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
。

「
悟
山
老
禅
師
」
…
永
平
寺
六
十
四
世
貫
首
、
森
田
悟
由
。
一

八
三
四

i
一
九
一
五
。
明
治
仏
教
界
の
泰
斗
と
し
て
仰
が
れ
た
と
い
う
。
（『禅

学
大
辞
典
』、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
八
年
）
「
栗
山
先
生
」

・
'
•前
出
。

偏
者
柴
野
栗
山
。

「
君
去
試
看
清
洛
上
、
風
花
雲
月
是
我
文
之
句
」

,
：
栗
山
は
詩
名
も
高
い
が
、
中
で
も
人
口
に
謄
灸
し
た
「
答
人
求
旧

草
」
中
の
詩
句
。
以
前
に
作
っ
た
詩
を
見
た
い
と
求
め
ら
れ
た
栗
山
が
、

そ
れ
は
風
が
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
、
都
の
空
を
見
よ
、
天
に
懸
か

る
風
花
雲
月
は
私
の
詩
句
の
か
け
ら
な
の
だ
と
洒
脱
に
答
え
た
も
の
。

「
王
良
・
造
父
」
…
よ
く
馬
を
御
す
る
者
の
代
表
。
「
故
に
王
良
・
造
父

は
天
下
の
善
く
御
す
る
者
な
り
。
」
（「
韓
非
子
」
外
儲
説
右
下
）
「
控

駁
」
：
．
控
御
。
馬
を
御
す
る
こ
と
。
巧
み
に
扱
う
こ
と
。

「
駿
骨
」

…
駿
馬
に
同
じ
。
「
盤
旋
」
…
ぐ
る
ぐ
る
と
巡
る
。

「
瓢
々
紛
々
」

…

「
課
々
」
は
風
に
吹
か
れ
て
ひ
る
が
え
り
上
が
る
様
、

「
紛
々
」
は

様
々
に
混
じ
り
乱
れ
る
様
。

12

祭
曾
祖
批
伊
東
氏
文

維
時
明
治
四
十
二
年
四
月
五
日
、
適
以
当
陰
暦
閏
二
月
旬
五
之
日
。
荘
恭

修
曾
祖
批
君
伊
束
氏
百
年
忌
辰
之
法
会
。
謹
供
時
羞
、
告
之
以
文
曰
、
曾

祖
父
成
意
君
、
謹
厚
励
精
家
道
大
興
。
雖
由
力
学
之
厚
、
修
業
之
篤
、
亦

未
曾
不
由
曾
祖
批
君
内
助
之
功
也
。
追
訓
今
存
、
孫
謀
是
胎
。
省
三
不
肖

設
辱
家
嗣
。
供
具
饒
豊
宜
厚
祭
事
、
特
就
簡
単
聯
薦
餌
食
亦
従
家
規
。
追

遠
微
志
。
在
天
尊
霊
痰
照
我
誠
初
彿
来
格
尚
饗
。

曾
祖
批
伊
東
氏
を
祭
る
文

維
れ
、
時
に
明
治
四
十
二
年
四
月
五

H
、
適
以
て
陰
暦
閏
二
月
旬
五
の

こ―
)

9
Y
ぅ

日
に
当
た
る
。
臨
に
恭
し
く
曾
祖
批
君
伊
東
氏
の
百
年
忌
辰
の
法
会
を

じ
し
？
r

修
む
。
謹
ん
で
時
羞
を
供
へ
、
之
れ
に
告
ぐ
る
に
文
を
以
て
日
く
、
曾
祖

父
成
意
君
、
謹
厚
励
精
に
し
て
家
道
大
い
に
興
る
。
力
学
の
厚
き
と
修
業
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の
篤
き
に
由
る
と
雖
も
、
亦
た
未
だ
曾
て
曾
祖
批
君
の
内
助
の
功
に
由
ら

お
く

ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
追
訓
今
に
存
し
、
孫
謀
是
れ
を
胎
る
。
省
三
不
肖
に
し

か
た
と
げ
々

T
T
,‘
 

て
設
に
家
嗣
を
辱
く
す
。
供
具
饒
豊
に
し
て
、
宜
し
く
祭
事
を
厚
く
す

べ
き
に
、
特
に
簡
単
に
就
い
て
柳
か
傑
食
を
薦
む
る
も
亦
た
家
規
に
従
ふ
。

追
遠
の
微
志
あ
り
。
天
に
在
す
尊
霊
、
梃
は
く
は
我
が
誠
を
照
ら
し
て

祐
彿
と
し
て
来
格
し
、
尚
ほ
饗
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。

＊
「
曾
祖
批
君
」
…
亡
き
曾
祖
母
に
対
す
る
敬
称
。
「
批
」
は
亡
き
丹
の

意
。

「
孫
謀
是
胎
」
…
前
出

『詩
経
」
大
雅
「
文
王
有
声
」
の

一
節

に
よ
る
。
子
孫
に
よ
い
は
か
り
ご
と
を
遺
す
こ
と
。
「
時
羞
」
…
季

節
の
食
物
を
祭
祀
に
備
え
る
こ
と
。
「
追
遠
」
…
祖
先
を
思
い
し
の

ぶ
。
祖
先
の
祭
事
を
丁
寧
に
行
う
。
「
来
格
」
…
祭
祀
に
亡
き
人
の

霊
が
来
た
り
至
る
。

13

祭
先
批
栄
君
蒲
地
氏
文

嗚
呼
、
尊
批
君
当
先
君
多
病
不
見
事
内
外
一
身
経
営
家
事
、
鞠
育
不
肖
等

同
胞
三
人
。
既
而
先
君
即
世
也
、
寡
居
榮
々
銀
難
備
。
嘗
未
幾
有
戊
辰
之

変
。
被
収
家
禄
五
分
之
四
、
頓
減
歳
入
。
時
不
肖
年
僅
志
学
。
雖
当
家
嗣

未
能
治
家
事
。
尊
批
千
辛
万
苦
、
使
不
至
不
肖
同
胞
三
人
不
飢
不
凍
者
、

実
由
尊
批
之
慈
恩
也
。
不
肖
梢
長
、
尊
批
戒
日
、
汝
不
継
箕
袈
之
業
則
不

孝
也
。
宜
憤
俳
而
修
家
学
。
不
肖
感
憤
辞
膝
下
東
西
遊
学
。
為
共
立
病
院

医
員
、
或
在
子
登
米
、
或
在
子
古
川
。
後
選
為
院
費
医
学
生
、
入
東
京
大

学
医
学
部
。
未
半
年
尊
批
即
世
。
訃
至
京
寓
、
五
内
為
裂
。
廃
学
一
二
日
以

為
、
苦
学
欠
定
省
之
務
者
在
欲
修
学
業
報
慈
恩
耳
。
今
也
其
人
亡
突
。
修

学
果
為
誰
乎
。
巳
而
自
悟
日
、
廃
学
亦
背
遺
訓
也
。
不
若
卒
業
帰
郷
掃
其

墓
慰
尊
批
在
天
之
霊
。
学
成
東
帰
任
官
医
校
及
病
院
。
而
不
能
為
甘
旨
之

奉
於
尊
批
生
前
者
、
実
不
堪
遺
憾
也
。
侮

一
念
至
子
此
、
未
曾
不
流
悌
嗚

咽
也
。
今
践
値
一――
十
三
年
忌
辰
、
乃
会
親
族
与
尊
批
声
息
相
及
者
謹
奉
粗

領
、
表
追
遠
之
誠
。
尊
批
在
天
之
霊
幼
彿
而
来
饗
。

先
批
栄
君
蒲
地
氏
を
祭
る
文

嗚
呼
、
諄
批
君
、
先
君
の
多
病
な
る
に
当
た
り
、
事
の
内
外
を
見
ず

一
身

に
家
事
を
経
営
し
、
不
肖
等
同
胞
三
人
を
鞠
育
す
。
既
に
し
て
先
君
即
世

す
る
や
、
寡
居
し
、
兼
々
と
し
て
搬
難
に
備
ふ
。
嘗
て
未
だ
幾
ば
く
な
ら

ざ
る
に
戊
辰
の
変
有
り
。
家
禄
五
分
の
四
を
収
め
ら
れ
、
頓
に
歳
入
を
減

ず
。
時
に
不
肖
、
年
僅
か
に
志
学
な
り
。
家
嗣
に
当
た
る
と
雖
も
未
だ
家

事
を
治
む
る
こ
と
能
は
ず
。
尊
批
千
辛
万
苦
し
て
至
ら
ざ
る
不
肖
ら
同
胞

三
人
を
し
て
飢
ゑ
ず
凍
え
ざ
ら
し
む
る
は
、
実
に
尊
批
の
慈
恩
に
由
る
な

き

.

.
 う

り
。
不
肖
稚
長
ず
る
に
、
涼
批
戒
め
て
日
く
、
汝
、
箕
袈
の
業
を
継
が
ざ

れ
ば
則
ち
不
孝
な
り
。

｛且
し
く
恨
俳
し
て
家
学
を
修
む
べ
し
と
。
不
肖
感

憤
し
て
膝
下
を
辞
し
、
東
西
に
遊
学
す
。
共
立
病
院
医
貝
と
為
り
、
或
は

登
米
に
在
り
、
或
は
古
川
に
在
り
。
後
に
選
ば
れ
て
院
費
医
学
生
と
為
り
、

東
京
大
学
医
学
部
に
入
る
。
未
だ
半
年
な
ら
ず
し
て
尊
批
即
世
す
。
訃
京

お

も

寓
に
至
り
、
五
内
裂
か
る
。
学
を
廃
す
る
こ
と
三
日
に
し
て
以
為
へ

ら
く
、

苦
学
し
て
定
省
の
務
め
を
欠
く
は
、
学
業
を
修
め
慈
恩
に
報
ひ
ん
と
欲
す

る
に
在
る
の
み
。
今
や
其
の
人
亡
し
。
学
を
修
む
る
と
も
果
た
し
て
誰
が

為
ぞ
。
已
に
し
て
自
ら
悟
り
て
日
く
、
学
を
廃
す
る
も
亦
た
遺
訓
に
背
＜
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な
り
。
卒
業
し
帰
郷
し
て
其
の
墓
を
掃
き
、
尊
批
在
天
の
霊
を
慰
む
る
に

若
か
ず
と
。
学
成
り
東
帰
し
て
医
校
及
び
病
院
に
任
官
せ
ら
る
。
甘
旨
の

奉
を
尊
批
生
前
に
於
い
て
為
す
こ
と
能
は
ざ
る
は
、
実
に
遺
憾
に
堪
え
ず
。

こ
こ

一
念
の
此
に
至
る
毎
に
未
だ
曾
て
流
沸
嗚
咽
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
今
弦
に

三
十
三
年
忌
辰
に
値
ひ
、
乃
ち
親
族
と
尊
批
の
声
息
相
及
ぶ
者
と
会
し
て

謹
ん
で
粗
領
を
奉
り
、
追
遠
の
誠
を
表
す
。
腺
批
在
天
の
霊
、
初
彿
と
し

て
来
た
り
、
饗
せ
ら
れ
よ
。

＊
「
尊
批
君
」
…
亡
き
母
に
対
す
る
敬
称
。

「
鞠
育
」
…
養
育
に
同
じ
。

「
即
世
」
…
亡
く
な
る
こ
と
。

「
榮
々
」
…
孤
独
で
頼
る
と
こ
ろ
の
な

い
様
。

「
戊
辰
之
変
」
・
・・
慶
応
四
年
・
明
治
元
年
＼
二
年

(
-
八
六
八

i
九
）
の
戊
辰
戦
争
。

「
志
学
」

…
十
五
歳
。
「
十
有
五
に
し
て
学
に

志
す
」

（「
論
語
j

為
政
）
。

「
箕
裟
之
業
」

…
父
の
遺
業
、
家
業
。
「良

>
g
う

つ

く

み

つ

く

冶
の
子
は
必
ず
袈
を
為
る
を
学
び
、
良
弓
の
子
は
必
ず
箕
を
為
る
を
学

ぶ。」

（「
礼
記
」
学
記
）

「
五
内
為
裂
」

・・・

「
五
内
」
は
五
臓
。
断
腸

の
思
い
。

「
定
省
之
務
」
…
側
近
く
親
に
仕
え
て
、
晩
に
は
そ
の
寝

具
を
安
ら
か
に
整
え
、
朝
に
は
そ
の
安
否
を
伺
う
。
子
の
な
す
べ
き
務

め
（
『
礼
記
j

曲
礼
上
）
。
「
甘
旨
之
奉
」

…
美
味
し
い
酒
食
を
親
に

供
す
る
こ
と
。

「
追
遠
」
•
•
•
前
出
。
祖
先
の
祭
事
を
丁
寧
に
行
う
。

14

胎
孫
巻
序

我
友
相
原
君
輯
自
明
治
初
年
至
今
所
受
叙
任
、
辞
令
、
及
賞
状
、
謝
状
、

以
為
一
巻
、

求
題
名
於
余
。
余
謂
、

詩
云
胎
蕨
孫
謀
、
是
可
以
名
也
。
乃

命
以
胎
孫
且
序
之
曰
、
世
之
胎
子
孫
者
何
限
或
以
名
誉
或
以
貨
財
。
而
胎

名
誉
者
不
能
胎
貨
財
、
胎
貨
財
者
不
能
胎
名
巻
。
難
突
哉
、
胎
其
子
孫
也
。

其
能
兼
此
者
惟
相
原
君
乎
。
君
少
小
長
吏
務
、
初
為
岩
沼
村
長
、
後
為
岩

沼
郵
便
電
信
局
長
。
四
十
余
年
間
始
終
一
貰
致
格
勤
之
誠
。
辞
令
之
所
下

名
巻
随
之
。
名
誉
之
所
在
賀
財
随
之
也
。
嗚
呼
、
亦
幸
突
。
顧
今
之
在
公

職
者
、
達
於
事
務
則
欠
誠
実
、
有
誠
実
者
則
迂
於
事
務
。
君
既
無
此
失
。

悠
々
歳
月
能
全
其
職
。
可
不
謂
良
吏
乎
哉
。
子
孫
受
此
胎
者
、
能
以
君
之

心
為
心
則
家
道
之
隆
当
与
君
名
声
無
窮
突
。
是
君
之
所
以
胎
此
巻
而
余
之

所
以
序
此
巻
也
。

い

そ

A

胎
孫
巻
の
序

我
が
友
相
原
君
、
明
治
初
年
よ
り
今
に
至
り、

受
く
る
と
こ
ろ
の
叙
任、

あ
っ

辞
令
、
及
び
賞
状
、
謝
状
を
輯
め
て
以
て

一
巻
と
為
し
、
題
名
を
余
に
求

そ

ば
か
り
[
}
と

お
く

む
。
余
謂
は
く
、

『詩
」
に
「
蕨
の
孫
に
謀
を
胎
る
」
と
云
ふ
、
是
れ

以
て
名
と
す
べ
き
な
り
と
。
乃
ち
命
ず
る
に
胎
孫
を
以
て
し
、
且
つ
之
れ

に
序
し
て
曰
く
、
世
の
子
孫
に
胎
る
者
、
何
ぞ
或
ひ
は
名
誉
を
以
て
し
、

或
ひ
は
貨
財
を
以
て
す
る
に
限
る
。
而
し
て
名
巻
を
胎
る
者
は
貨
財
を
胎

る
こ
と
能
は
ず
、
貨
財
を
胎
る
者
は
名
誉
を
胎
る
こ
と
能
は
ず
。
難
き
か

な
、
其
の
子
孫
に
胎
る
や
。
其
れ
能
＜
此
れ
を
兼
ぬ
る
者
、
惟
だ
相
原
君

の
み
か
。
君
、
少
小
に
し
て
吏
務
に
長
じ
、
初
め
岩
沼
村
長
と
為
り
、
後

か
っ

さ
ん

に
岩
沼
郵
便
電
信
局
長
と
為
る
。
四
十
余
年
間
始
終

一
貰
し
て
格
勤
の
誠

を
致
す
。
辞
令
の
下
る
所
、
名
巻
之
れ
に
随
ふ
。
名
誉
の
在
る
所
、
貨
財

之
れ
に
従
ふ
。
嗚
呼
、
亦
た
幸
ひ
な
る
か
な
。
今
の
公
職
に
在
る
者
を
顧

み
る
に
、

事
務
に
達
す
れ
ば
則
ち
誠
実
に
欠
け
、
誠
実
有
る
者
は
則
ち
事
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務
に
迂
た
り
。
君
、
既
に
此
の
失
無
し
。
悠
々
と
し
て
、
歳
月
能
＜
其
の

職
を
全
う
す
。
良
吏
と
謂
は
ざ
る
べ
け
ん
や
。
子
孫
の
此
の
胎
を
受
く
る

者
、
能
く
君
の
心
を
以
て
心
と
為
せ
ば
、
則
ち
家
道
の
隆
、
当
に
君
の
名

と
も

声
と
与
に
無
窮
た
る
べ
し
。
是
れ
君
の
此
の
巻
を
胎
る
所
以
に
し
て
、
余

の
此
の
巻
に
序
す
る
所
以
な
り
。

＊
「
相
原
君
」
…
こ
の
文
に
伝
え
る
以
上
の
こ
と
は
未
詳
。
「
詩
云
胎

蕨
孫
謀
」
…
前
出
、

『詩
経
』
大
雅
「
文
玉
有
声
」
中
の
詩
句
。
子
孫

の
た
め
に
よ
い
は
か
り
ご
と
を
残
す
。
「
格
勤
」
…
職
務
に
つ
つ
し

み
務
め
る
こ
と
。
精
勤
。

15

松
本
儀
三
郎
墓
誌
銘

君
諒
俊
秀
、
字
惟
一
、
通
称
俄
一二
郎
、
号
鹿
洲
又
好
山
。
考
名
晋
一
郎
、

砒
佐
藤
氏
。
君
具
長
子
。
幼
穎
悟
好
学
。
初
受
句
読
手
家
叔
春
塘
翁
、
後

受
経
史
子
一
旦
理
R
就
館
学
頭
佐
野
竹
斎
翁
、
受
翡
学
子
吉
田
菊
庵
翁
。
皆

入
其
堂
奥
。
年
少
成
器
一
郷
屈
望
。
明
治
十
三
年
、
為
宮
城
県
会
議
員
、

尋
為
常
置
委
員
。
―
―
十
七
年
、
為
亘
理
郡
会
議
員
、
又
為
其
議
長
。
鞠
拐

参
与
者
殆
四
十
年
也
。
鹿
島
小
学
校
之
創
立
在
明
治
初
年
。
村
民
未
知
小

学
校
為
何
物
。
君
率
先
出
資
示
其
範
。
成
一
新
校
舎
規
模
宏
壮
、
地
方
所

未
曾
有
者
。
人
呼
称
松
本
学
校
云
。
致
其
力
於
公
共
事
業
概
如
此
。
二
十

七
年
以
来
鋭
意
治
産
勤
倹
力
行
。
不
数
年
而
家
資
倍
徒
先
代
。
又
設
造
洒

マ
マ

所
於
仙
台
、
日
致
隆
盛
。
君
常
嘆
曰
、
方
今
屋
材
焚
料
需
用
多
iJt
給
不
足
。

人
唯
知
濫
伐
之
、
不
講
補
足
之
道
。
前
途
可
憂
。
於
是
孜
々
経
幣
111
林、

将
益
張
其
業
。
不
幸
臥
病
五
日
而
歿
。
実
大
正
二
年
六
月
十
八
日
也
。
距

生
安
政
元
年
三
月
十
三
日
、
得
年
六
十
。
君
状
貌
秀
佃
、
性
行
端
厳
、
オ

識
明
達
、
沈
毅
寡
黙
、
処
事
不
荀
。
其
議
事
音
吐
高
朗
、

言
語
明
晰
、
剖

解
条
理
巨
細
不
造
。
平
素
弊
衣
破
帽
、

一
見
如
田
舎
翁
。
大
小
家
事
射
自

弁
此
。
人
将
不
堪
其
煩
、
君
恰
然
居
之
。
笑
日
、
今
也
人
事
益
加
煩
。
不

数
年
而
将
倣
我
所
為
耳
。
凡
日
常
行
事
雖
如
不
得
一
身
之
閑
、
好
愛
書
画
、

最
富
鑑
識
。
其
作
字
連
箪
自
在
揮
瀧
縦
横
、
以
応
其
需
。
綽
々
存
余
裕
、

殆
如
世
外
之
人
。
蓋
如
君
可
謂
華
実
兼
全
也
。
及
聞
其
訃
、
知
与
不
知
無

不
哀
惜
也
。
葬
於
常
因
寺
先
螢
之
次
。
法
溢
曰
、
松
喬
院
天
倫
良
俄
惟

一

居
士
。
配
佐
藤
氏
、
生
子
女
六
人
。
長
子
健
吉
承
家
。
次
子
信
吾
為
医
。

三
子
泰
平
病
没
。
四
子
秀
治
監
仙
台
別
邸
。
五
子
良
治
在
中
学
。
長
女
伊

智
適
角
田
竹
谷
氏
。
余
不
憔
与
君
為
同
窓
友
人
、
於
習
画
文
墨
為
同
好
。

墓
銘
之
任
寧
可
辞
哉
。
君
少
於
余
一
歳
、
自
少
長
言
之
則
君
逝
当
後
於
余
。

而
君
却
先
於
余
。
嗚
呼
、
命
哉
。
法
然
撹
涙
作
銘
。
銘
日
、

至
誠
議
事
為
公
為
民
勤
倹
治
産
潤
屋
澗
身

維
徳
有
隣
騰
嶺
之
下
逢
水
之
浜
深
銘
員
石

松
本
儀
三
郎
墓
誌
銘

君
諒
俊
秀
、
字
椛
一
、
通
称
俄
一
二
郎
、
鹿
洲
、
又
た
好
山
を
号
す
。
考
の

名
晋
一
郎
、
批
佐
藤
氏
。
君
は
其
の
長
子
た
り
。
幼
き
よ
り
穎
悟
に
し
て

学
を
好
む
。
初
め
句
読
を
家
叔
春
塘
翁
に
受
く
。
後
に
経
史
を
亘
理
日
就

館
学
頭
佐
野
竹
斎
翁
に
受
け
、
書
学
を
吉
田
菊
庵
翁
に
受
く
。
皆
な
其
の

常
奥
に
入
る
。
年
少
に
し
て
器
を
成
し
、

一
郷
属
望
す
。
明
治
十
三
年
、

つ
い

宮
城
県
会
議
員
と
為
り
、
尋
で
常
慨
委
員
と
為
る
。
二
十
七
年
、
亘
理
郡

維
功
無
朽

磨
而
不
憐
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会
議
員
と
為
り
、
又
た
其
の
議
長
と
為
る
。
鞠
射
し
て
参
与
す
る
者
、
殆

ど
四
十
年
な
り
。
鹿
島
小
学
校
の
創
立
、
明
治
初
年
に
在
り
。
村
民
未
だ

小
学
校
の
何
物
な
る
か
を
知
ら
ず
。
君
率
先
し
て
出
資
し、

其
の
範
を
示

す
。
一

新
成
り
、
校
舎
の
規
模
宏
壮
に
し
て
、
地
方
に
未
だ
曾
て
有
ら
ざ

る
所
の
者
な
り
。
人
呼
び
て
松
本
学
校
と
称
す
と
云
ふ
。
其
の
力
を
公
共

事
業
に
致
す
こ
と
概
ね
此
く
の
如
し
。
二
十
七
年
以
来
、
鋭
意
治
産
に
勤

倹
力
行
す
。
数
年
な
ら
ず
し
て
、

家
資
、
先
代
に
倍
従
す
。
又
た
造
酒
所

を
仙
台
に
設
け
、
日
に
隆
盛
を
致
す
。
君
、
常
に
咬
じ
て
日
く
、
方
に
今
、

屋
材
焚
料
需
用
多
く
供
給
足
ら
ず
。
人
唯
だ
之
れ
を
濫
伐
す
る
こ
と
を
知

こ

こ

し

し

る
の
み
、
補
足
の
道
を
講
ぜ
ず
。
前
途
憂
ふ
べ
し
と
。
是
に
於
い
て
孜
々

ひ
ろ

と
し
て
山
林
を
経
営
し
、
将
に
益
々
其
の
業
を
張
げ
ん
と
す
。
不
幸
に
し

て
病
に
臥
し
、
五
日
に
し
て
歿
す
。
実
に
大
正
―
一
年
六
月
十
八
日
な
り
。

安
政
元
年
三
月
十
三
日
に
生
ま
る
る
を
距
て
て
、
年
六
十
を
得
。
君
状
貌

秀
偉
、
性
行
端
厳
、
オ
識
明
達
、
沈
毅
寡
黙
に
し
て
、
事
を
処
す
る
に

荀
に
せ
ず
。
其
の
議
事
、
音
吐
高
朗、

言
語
明
晰
、
条
理
を
剖
解
す
る

こ
と
巨
細
に
し
て
迫
さ
ず
。
平
素
よ
り
弊
衣
破
帽
に
し
て
、

一
見
田
舎
翁

み
づ
か

の
如
し
。
大
小
家
事
拐
自
ら
此
れ
を
弁
ず
。
人
、
将
に
其
の
煩
に
堪
へ
ざ

ら
ん
と
す
る
も
、
君
、
恰
然
と
し
て
之
れ
に
居
る
。
笑
ひ
て
日
く
、
今
や

人
事
益
々
煩
を
加
ふ
。
数
年
な
ら
ず
し
て
将
に
我
が
為
す
所
に
倣
は
ん
と

す
る
の
み
と
。
凡
そ
日
常
の
行
事
、
一
身
の
閑
を
得
ざ
る
が
如
し
と
雖
も
、

書
画
を
好
み
愛
し
て
、
最
も
鑑
識
に
富
む
。
其
の
字
を
作
す
や
、
運
筆
自

き

さ

い

も
と

し
ア`

し
ぐく

在
に
し
て
縦
横
に
揮
瀧
し
、
以
て
其
の
需
め
に
応
ず
。
綽
々
と
し
て
余
裕

を
存
し
、
殆
ど
世
外
の
人
の
如
し
。
蓋
し
君
の
如
き
は
華
実
兼
全
と
謂
ふ

べ
し
。
其
の
訃
を
聞
く
に
及
び
、
知
る
と
知
ら
ざ
る
と
哀
惜
せ
ざ
る
こ
と

せ
ん
え
い

無
し
。
常
因
寺
の
先
榮
の
次
に
葬
る
。
法
溢
を
松
喬
院
天
倫
良
俄
惟
一
居

士
と
日
ふ
。
佐
藤
氏
を
配
し
、

子
女
六
人
を
生
む
。
長
子
健
吉
、
家
を
承

く。

次
子
信
吾
、
医
と
為
る
。
三
子
泰
平
、
病
没
す
。
四
子
秀
治
、
仙
台

別
邸
に
監
た
り
。
五
子
良
治
、
中
学
に
在
り。

長
女
伊
智
、
角
田
竹
谷
氏

ゅ

に
適
く
。
余
、
惟
だ
君
と
同
窓
の
友
人
た
る
の
み
な
ら
ず
、
書
画
文
墨
に

い
づ

於
い
て
同
好
た
り
。
墓
銘
の
任
、
寧
く
ん
ぞ
辞
す
べ
け
ん
や
。
君
、
余
よ

わ
か

り
少
き
こ
と

一
歳
、
少
長
よ
り
之
れ
を
言
へ
ば
、
則
ち
君
の
逝
く
は
当
に

余
よ
り
後
な
る
べ
し
。
而
し
て
君
、
却
り
て
余
よ
り
先
ん
ず
。
嗚
呼
、
命

ifK 

な
る
か
な
。
泣
然
と
し
て
涙
を
攪
り
、
銘
を
作
す
。
銘
に
日
＜
、

至
誠
の
議
事
は
公
の
為
、
民
の
為
な
り
勤
倹
と
し
て
治
産
し

屋
を
潤
し
身
を
澗
す
維
の
功
、
朽
ち
る
こ
と
無
く
維
の
徳
、
隣

り

有

り

鶉

嶺

の

下

逢

水

の

浜

深

く
員
石
に
銘
す
磨
し
て
憐

と
な
ら
ず

＊
「
松
本
儀
三
郎
」
…
宮
城
県
会
議
員
、
一
八
五
四
ー

一
九
一
三
。
（
『
仙

台
人
名
大
辞
書』
）
「
考
」
．．． 

亡
き
父
。
先
考
。

「
春
塘
翁」

．．． 

亘
理

邑
主
伊
達
氏
の
医
臣
、
松
本
俊
需
。
春
塘
は
そ
の
号
。
一

八
三
七
i
-

九
0
八
。
（「仙
台
人
名
大
辞
書
j

)

「
亘
理
日
就
館
」

．．． 

亘
理
邑
主
伊

達
氏
が
作
っ
た
学
問
所
。

「

佐
野
竹
斎
」

・・
・
日
就
館
学
頭
で
あ
っ
た

以
上
の
こ
と
は
未
詳
。
「
吉
田
菊
庵
」
・
・
・
岩
沼
邑
主
古
内
氏
の
家
士
、

吉
田
豊
仙
（
ま
た
、
旭
と
も
）。

菊
庵
は
そ
の
号
。
一

八
0
五
i
一
八

七
八
。
市
川
米
庵
に
学
び
、
書
を
よ
く
し
た
。
（
『仙
台
人
名
大
辞
書
J

)

な
お
、
次
回
に
紹
介
す
る

「
22
菊
庵
吉
田
先
生
遺
徳
碑
」
参
照
。

「
堂
奥
」

…
学
問
な
ど
の
奥
深
い
と
こ
ろ
。
奥
義
。

「
鞠
射
」

．．． 

尽
力
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す
る
。
「
倍
徒
」
…
倍
増
、
五
倍
増
す
る
。
「
従
」
は
五
倍
す
る
の

意
。

「
沈
毅
」

．．． 

冷
静
沈
着
で
物
事
に
動
じ
な
い
。

「
揮
瀧
」
・
・
・
筆

を
ふ
る
い
、
墨
を
そ
そ
ぐ
。
書
画
を
書
く
意
。
「
先
螢
」
…
祖
先
の

墓
地
。
「
法
然
」

．．． 

涙
を
こ
ぼ
し
て
泣
く
さ
ま
。
「
撹
涙
」

．．． 

落
涙

を
手
で
ぬ
ぐ
い
取
る
。

「
維
徳
有
隣
」
…
徳
の
あ
る
者
は
孤
立
す
る

こ
と
な
く
、
必
ず
共
鳴
す
る
人
が
現
れ
る
。
「
徳
孤
な
ら
ず
必
ず
隣
有

り
」
（
「論
語
』
里
仁
）
。
「
雅
嶺
」
…
現
宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
に
あ

か
ら
す

と

や

る
烏
鳥
屋
山
か
。

「
逢
水
」
…
逢
隈
の
地
を
流
れ
る
川
、
す
な
わ
ち

お
う
く
ま

阿
武
隈
川
を
言
う
か
。
松
本
は
亘
理
郡
逢
隈
村
（
現
宮
城
県
亘
理
郡
亘

理
町
）
出
身
で
、
そ
の
地
を
阿
武
隈
川
が
流
れ
る
。

「

貝
石
」
…
圏

（
円
）
石
に
同
じ
。
丸
い
石
、
こ
こ
で
は
墓
石
。
「
憐
」
…
石
が
す
り

減
ら
さ
れ
て
薄
く
な
る
こ
と
。
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